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１．業務状況

m
3

　平成26年度末の給水人口は362,428人で、前年度と比較して2,920人(0.8％)増、給水戸数は、
163,891戸で2,220戸(1.4％)増加しています。微増傾向にあった人口は平成21年度に一旦減少に
転じましたが再び増加しており、給水戸数も依然増加傾向にあります。
　総配水量は、41,723,400m³で、前年度と比較して266,459m³(0.6％)減少し、料金収入の基
礎となる給水量(有収水量)は、40,044,624m³で、前年度と比較して320,306m³(0.8％)減少し
ています。有収率は、96.0％で、前年度に比べ0.1ポイント減少しています。
　水源別では、自己水源量が16,181,651m³で、前年度と比較して1,858,073m³(13.0％)増加
し、大阪広域水道企業団水等の依存水源量は25,541,749m³で2,124,532m³(7.7％)減少してい
ます。自己水源と依存水源の割合は、38.8対61.2で、前年度と比較して自己水源構成比が4.7ポイ
ント上がりました。
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２．決算概要

   (1)収益的収支

主な特徴

【収益】

【費用】

　平成26年度受水費

水量(A)  比率
H26.3～H27.2 △ 136,932,136

H27.3 148,158,150
H26.3～H27.2 41,720

H27.3 1,429,330
H26.3～H27.2 △ 7,137

H27.3 19,591

25,541,749 △ 2,124,532 -7.7% 2,080,422,145 12,709,518

＊1 年間受水量は平成26年4月分～平成27年3月分の水量です。
＊2 今年度は使用実態に応じた費用執行に改めるため平成27年3月分を加算しました。

②職員給与費
 職員数の変動(対前年度当初比　正職員△7名 再任用+6名)や平成26年度からの新会計基準の適用に
より退職給付金の会計処理が変更となったことなどにより、前年度比1億4,702万1,744円(13.3%)
減の9億6,135万8,903円となりました。
　

対前年度増減
年間受水量 受水費執行額 対前年度増減額

受水量 受水費

項目

　水道事業収益は、根幹となる給水収益が1.0％減少したものの、営業外収益で新会計基準の適用によ
り長期前受金戻入を算入したため、全体としては前年度と比較して、2.3％の増加となりました。
　一方、水道事業費用は職員給与費が13.3％減少したほか、修繕費や工事請負費、支払利息等も減少
しましたが、新会計基準の適用による特別損失があったため、全体としては前年度と比較して12.5％
増加となりました。これにより、平成26年度は単年度で2億6,265万752円の赤字となりました。

①給水収益
　平成26年度の給水収益は、前年度比5,611万89円(1.0%)減、予算額と比較すると6,971万
8,578円（1.3％）減の54億3,715万6,422円となっています。減少の内訳としては、以下のよう
に考えられ、水需要構造の変化がまだ続いています。

                           　　　前年度比
有収水量の減少　　　　△0.79％　（△約4,349万円）
水需要構造の変化　　　△0.21％　（△約1,262万円）

　　結果　　　　　　　△1.0％

①受水費
総配水量は減少し、自己水が前年度より増加したため受水量は減少しました。一方で、これまで3月
分～翌年2月分までを受水費として費用執行していたものを使用実態（4月分から翌年3月分まで）に
応じた費用執行とするため、平成26年度においては平成２７年3月分を加え13か月分を執行しまし
たので、受水費は前年度比1,270万9,518円(0.6％)増の20億8,042万2,145円となりました。内
訳は下記のとおりです。
　

②加入金
　建替や開発等が前年度を上回ったことなどから、前年度比2,106万円(10.1%)増の2億2,929万円
となりました。

③長期前受金戻入
　新会計基準の適用により平成26年度から収益として計上することになりました。補助金等を財源
に取得した資産の減価償却にあわせて当該補助金等も順次収益化することで、減価償却費の財源が明
らかになります。減価償却費と同様に、現金収入を伴わない収益で平成26年度は２億4,824万
5,374円を計上しました。

企業団水受水 25,281,770 △ 2,125,842 △7.8% 2,060,674,275

(単位：m3、円、税抜)

大阪市受水 259,077 1,429 0.6% 19,586,280

茨木市受水 902 △ 119 △11.7% 161,590

職員給与費＝給料・手当・賞与等引当金繰入額・法定福利費・報酬・退職給与引当金繰入額

＊

＊2

＊1

＊2

＊2

＊

＊2

＊2
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　(2)資本的収支

　

(1)収益的収支 (2)資本的収支

26年度決算 25年度決算
対前年度

比率
対前年度

比率

水道事業収益 6,203,604 6,066,294 2.3 資本的収入 5.9

給 水 収 益 5,437,156 5,493,267 △ 1.0 企 業 債 50.0

加 入 金 229,290 208,230 10.1 工 事 負 担 金 74.6

長期前受金戻入 248,245 0 皆増 開 発 負 担 金 △ 3.8

特 別 利 益 0 76,743 皆減 投 資 償 還 金 皆減

そ の 他 288,913 288,054 0.3 補 助 金 皆減

水道事業費用 6,466,255 5,748,183 12.5 出 資 金 △ 78.0

職 員 給 与 費 961,359 1,108,381 △ 13.3 資本的支出 9.9

受 水 費 2,080,422 2,067,713 0.6 事 務 費 13.1

動 力 費 211,053 175,125 20.5 工 事 費 12.1

修 繕 費 86,223 131,611 △ 34.5 量 水 器 28.3

委 託 料 401,074 403,446 △ 0.6 車 両 運 搬 具 皆増

材 料 費 20,397 16,157 26.2 工具器具備品 45.5

工 事 請 負 費 152,895 168,047 △ 9.0 企業債償還金 1.4

路 面 復 旧 費 101,857 99,819 2.0
国 庫 補 助 金
返 還 金

皆増

賃 借 料 143,127 117,508 21.8 　差引過不足 ー

負 担 金 2,921 3,561 △ 18.0 (3)業務量

減価償却費等 957,936 935,937 2.4
対前年度

比率

支 払 利 息 236,132 250,787 △ 5.8 41,723,400 m3 41,989,859 m3 △ 0.6

そ の 他 266,341 270,091 △ 1.4 40,044,624 m3 40,364,930 m3 △ 0.8

特 別 損 失 844,518 0 皆増 362,428 人 359,508 人 0.8

△ 262,651 318,111 ー 163,891 戸 161,671 戸 1.4

7,796

1,485,214

51,630

3,0000

2,428,389

0

2,210,465

30,000 136,119

0

13,608

557,521

0

有　収　水　量

項　　　目

△ 1,472,517

25年度決算

1,664,208

25年度決算

22,140

129,360

12,679

134,520

146,326

400,000

165,514

10,004

583

19,796

565,161

3,123

総　配　水　量

　建設改良工事として、送配水管布設工事10億1,658万4,476円や浄配水施設改良工事5億5,298
万3,951円を実施しました。また、基幹管路整備実施設計や配水支管設計、施設耐震化等改修工事に
伴う工事監理などの委託料8,608万9,974円や材料費等を執行しました。これらの財源としては、企
業債の新規発行や出資金の確保とともに、建設改良積立金などの自己資金で充当しました。

　決算の概要

 (単位：千円､税抜、％)

737,948

　　補てん財源内訳
　　　　損益勘定留保資金
　　　　減債積立金
　　　　建設改良積立金
　　　　消費税及び地方消費税資本的収支調整額
                計

 (単位：千円､税込、％)

968,230,023円
20,000,000円

540,000,000円
118,658,567円

1,646,888,590円

差　　　引 給　水　戸　数

科　　目 26年度決算

781,500

600,000

科　　目

△ 1,646,889

26年度決算

給　水　人　口

3



(
単

位
：

円
、

税
込

）
3
月

議
会

5
月

議
会

3
月
議
会

3
月
議
会

予
算
決
算

対
前

年
度

決
算

補
正

予
算

額
補

正
1
号

補
正

2
号

補
正
3
号

補
正
4
号

流
用

増
減
額

執
行

率
増

減
額

備
考

特
例

減
額

に
係

る
給

与
費

職
員

採
用

（
２

名
）

に
係

る
給

与
費

更
正

予
算

給
与

改
定

に
係

る
給

与
費

(
Ｃ
)
－

(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
－

(
Ａ

)

水
道

事
業

収
益

6
,
7
0
3
,
5
7
3
,
0
0
0
△

 
1
0
4
,
0
0
5
,
0
0
0

0
0

△
 
1
0
4
,
0
0
5
,
0
0
0

0
6
,
5
9
9
,
5
6
8
,
0
0
0

6
,
6
4
7
,
3
2
9
,
2
9
0

4
7
,
7
6
1
,
2
9
0

1
0
0
.
7
%

6
,
3
6
1
,
4
2
2
,
1
4
7

2
8
6
,
2
1
7
,
1
4
3

営
業

収
益

6
,
2
0
5
,
9
8
0
,
0
0
0

△
 
2
5
,
6
9
1
,
0
0
0

0
0

△
 
2
5
,
6
9
1
,
0
0
0

0
6
,
1
8
0
,
2
8
9
,
0
0
0

6
,
0
9
9
,
0
3
7
,
1
0
2

△
 
8
1
,
2
5
1
,
8
9
8

9
8
.
7
%

6
,
0
1
1
,
8
9
4
,
4
3
5

8
7
,
1
4
2
,
6
6
7

給
水

収
益

5
,
9
2
1
,
5
8
2
,
0
0
0

0
5
,
9
2
1
,
5
8
2
,
0
0
0

5
,
8
4
7
,
1
0
3
,
2
4
4

△
 
7
4
,
4
7
8
,
7
5
6

9
8
.
7
%

5
,
7
6
7
,
9
2
9
,
8
3
6

7
9
,
1
7
3
,
4
0
8
有
収
水
量
△
0
.
7
9
％
、
水
需
要
構
造
変
化
△
0
.
2
1
％

そ
の

他
営
業
収
益

2
8
4
,
3
9
8
,
0
0
0

△
 
2
5
,
6
9
1
,
0
0
0

△
 
2
5
,
6
9
1
,
0
0
0

0
2
5
8
,
7
0
7
,
0
0
0

2
5
1
,
9
3
3
,
8
5
8

△
 
6
,
7
7
3
,
1
4
2

9
7
.
4
%

2
4
3
,
9
6
4
,
5
9
9

7
,
9
6
9
,
2
5
9

下
水
道
使
用
料
徴
収
手
数
料
　
△
1
2
,
6
9
1
千
円
補
正

(
手
数
料
算
出
根
拠
の
業
務
費
の
減
に
よ
る
)

受
託
事
業
収
益
　
△
1
3
,
0
0
0
千
円
補
正

(
移
設
を
伴
う
事
業
が
次
年
度
に
延
期
に
な
っ
た
た
め
）

営
業

外
収
益

4
4
1
,
6
4
7
,
0
0
0

△
 
2
2
,
3
6
8
,
0
0
0

0
0

△
 
2
2
,
3
6
8
,
0
0
0

0
4
1
9
,
2
7
9
,
0
0
0

5
4
8
,
2
9
2
,
1
8
8

1
2
9
,
0
1
3
,
1
8
8

1
3
0
.
8
%

2
7
2
,
7
8
4
,
4
8
2

2
7
5
,
8
1
7
,
7
0
6

加
入

金
1
6
9
,
0
2
0
,
0
0
0

0
1
6
9
,
0
2
0
,
0
0
0

2
4
7
,
0
6
9
,
5
0
0

7
8
,
0
4
9
,
5
0
0

1
4
6
.
2
%

2
1
8
,
6
4
1
,
5
0
0

2
8
,
4
2
8
,
0
0
0

受
取

利
息

1
,
2
0
0
,
0
0
0

0
1
,
2
0
0
,
0
0
0

1
,
1
9
4
,
3
1
4

△
 
5
,
6
8
6

9
9
.
5
%

2
,
4
4
8
,
0
0
0

△
 
1
,
2
5
3
,
6
8
6

長
期

前
受
金
戻
入

2
0
4
,
7
3
7
,
0
0
0

0
2
0
4
,
7
3
7
,
0
0
0

2
4
8
,
2
4
5
,
3
7
4

4
3
,
5
0
8
,
3
7
4

1
2
1
.
3
%

0
2
4
8
,
2
4
5
,
3
7
4

雑
収

益
6
6
,
6
9
0
,
0
0
0

△
 
3
1
,
4
9
6
,
0
0
0

△
 
3
1
,
4
9
6
,
0
0
0

0
3
5
,
1
9
4
,
0
0
0

4
2
,
6
5
5
,
0
0
0

7
,
4
6
1
,
0
0
0

1
2
1
.
2
%

4
2
,
2
5
6
,
9
8
2

3
9
8
,
0
1
8
△
3
2
,
0
0
0
千
円
補
正
　
(
用
地
売
却
に
係
る
移
転
補
償
金
)

他
会

計
補
助
金

0
9
,
1
2
8
,
0
0
0

9
,
1
2
8
,
0
0
0

9
,
1
2
8
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

9
,
4
3
8
,
0
0
0

△
 
3
1
0
,
0
0
0
＋
9
,
1
2
8
千
円
補
正

(
児
童
手
当
相
当
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
)

特
別

利
益

5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

△
 
5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

0
0

△
 
5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

7
6
,
7
4
3
,
2
3
0

△
 
7
6
,
7
4
3
,
2
3
0

固
定

資
産
売
却
益

5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

△
 
5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

△
 
5
5
,
9
4
6
,
0
0
0

0
0

0
#
D
I
V
/
0
!

0
0
土
地
売
却
益
　
△
5
5
,
9
4
6
千
円
補
正

(
泉
浄
水
所
用
地
一
部
・
旧
金
田
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
用
地
一
部
売
却
予
定
分
)

そ
の

他
特
別
利
益

0
0

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

7
6
,
7
4
3
,
2
3
0

△
 
7
6
,
7
4
3
,
2
3
0

3
月

議
会

5
月

議
会

3
月
議
会

3
月
議
会

予
算
決

算
対

前
年

度
決

算
補

正
1
号

補
正

2
号

補
正
3
号

補
正
4
号

流
用

増
減
額

執
行

率
増

減
額

備
考

特
例

減
額

に
係

る
給

与
費

職
員

採
用

（
２

名
）

に
係

る
給

与
費

更
正

予
算

給
与

改
定

に
係

る
給

与
費

(
Ｂ
)
－

(
Ｃ

)
(
Ｃ

)
－

(
Ａ

)

水
道

事
業

費
用

6
,
9
8
2
,
9
4
9
,
0
0
0

△
 
8
3
,
1
1
0
,
0
0
0

△
 
1
8
,
2
2
5
,
0
0
0

5
,
4
2
7
,
0
0
0

△
 
8
5
,
4
3
6
,
0
0
0

1
5
,
1
2
4
,
0
0
0

0
6
,
8
9
9
,
8
3
9
,
0
0
0

6
,
7
8
7
,
8
5
6
,
7
8
9

1
1
1
,
9
8
2
,
2
1
1

9
8
.
4
%

5
,
9
7
0
,
4
2
0
,
4
9
4

8
1
7
,
4
3
6
,
2
9
5

営
業

費
用

5
,
8
4
0
,
8
0
2
,
0
0
0

△
 
8
2
,
3
6
4
,
0
0
0

△
 
1
8
,
2
2
5
,
0
0
0

5
,
4
2
7
,
0
0
0

△
 
8
4
,
6
9
0
,
0
0
0

1
5
,
1
2
4
,
0
0
0

0
5
,
7
5
8
,
4
3
8
,
0
0
0

5
,
6
4
7
,
8
2
9
,
2
2
0

1
1
0
,
6
0
8
,
7
8
0

9
8
.
1
%

5
,
6
6
1
,
1
7
4
,
9
5
6

△
 
1
3
,
3
4
5
,
7
3
6

浄
水

送
水
費

3
,
1
3
5
,
3
9
1
,
0
0
0

1
1
4
,
1
4
7
,
0
0
0

△
 
3
,
5
5
3
,
0
0
0

1
1
4
,
6
6
3
,
0
0
0

3
,
0
3
7
,
0
0
0

0
3
,
2
4
9
,
5
3
8
,
0
0
0

3
,
1
9
3
,
2
0
5
,
0
3
8

5
6
,
3
3
2
,
9
6
2

9
8
.
3
%

3
,
1
2
5
,
4
8
8
,
4
2
1

6
7
,
7
1
6
,
6
1
7

委
託
料
　
△
5
,
0
0
0
千
円
補
正
　
(
汚
泥
処
分
量
の
減
)

賃
借
料
　
+
1
,
2
0
0
千
円
補
正

(
水
処
理
施
設
工
事
の
効
率
的
実
施
に
よ
り
表
流
水
取
水
量
を
増
量
で
き
た

こ
と
と
3
月
分
追
加
執
行
に
よ
る
増
）

下
水
道
使
用
料
　
△
3
0
,
0
0
0
千
円
補
正
　
(
浄
水
ロ
ス
の
減
少
)

薬
品
費
△
2
0
,
0
0
0
千
円
補
正
(
良
好
な
自
己
水
処
理
に
よ
る
薬
品
注
入
量
の

減
)

受
水
費
+
1
8
0
,
0
0
0
千
円
補
正
 
(
自
己
水
処
理
量
の
回
復
に
よ
り
依
存
水
受

配
水

給
水
費

8
8
9
,
3
4
8
,
0
0
0
△

 
1
3
7
,
7
6
4
,
3
5
8

△
 
5
,
0
5
5
,
0
0
0

5
,
1
7
3
,
0
0
0
△
 
1
3
8
,
8
1
4
,
0
0
0

4
,
0
5
3
,
0
0
0

△
 
3
,
1
2
1
,
3
5
8

7
5
1
,
5
8
3
,
6
4
2

7
3
8
,
0
3
0
,
4
7
2

1
3
,
5
5
3
,
1
7
0

9
8
.
2
%

7
2
9
,
0
0
4
,
9
0
4

9
,
0
2
5
,
5
6
8

工
事
請
負
費
　
△
7
3
,
0
0
0
千
円
補
正

(
鉛
管
取
替
工
事
施
工
ﾊ
ﾟ
ﾀ
ｰ
ﾝ
変
更
)

委
託
料
　
△
5
0
,
0
0
0
千
円
補
正

(
鉛
製
給
水
管
布
設
替
業
務
(
舗
装
先
行
)
・
漏
水
修
繕
の
件
数
減
)

給
水

工
事
費

4
9
,
3
3
8
,
0
0
0

1
,
6
8
2
,
0
0
0

△
 
4
9
5
,
0
0
0

1
,
4
2
0
,
0
0
0

7
5
7
,
0
0
0

0
5
1
,
0
2
0
,
0
0
0

4
9
,
7
2
7
,
8
9
7

1
,
2
9
2
,
1
0
3

9
7
.
5
%

4
1
,
1
6
9
,
3
8
6

8
,
5
5
8
,
5
1
1

業
務

費
4
2
4
,
7
6
2
,
0
0
0

△
 
2
1
,
6
3
9
,
0
0
0

△
 
3
,
1
0
6
,
0
0
0

△
 
2
1
,
0
2
6
,
0
0
0

2
,
4
9
3
,
0
0
0

0
4
0
3
,
1
2
3
,
0
0
0

3
8
9
,
4
9
8
,
6
6
0

1
3
,
6
2
4
,
3
4
0

9
6
.
6
%

3
8
2
,
6
0
1
,
6
3
3

6
,
8
9
7
,
0
2
7
修
繕
費
△
6
,
0
0
0
千
円
補
正

(
検
満
取
替
に
伴
う
出
庫
量
水
器
の
個
数
減
)

総
係

費
3
5
1
,
0
4
3
,
0
0
0

△
 
2
5
,
7
8
9
,
6
4
2

△
 
6
,
0
1
6
,
0
0
0

2
5
4
,
0
0
0

△
 
2
7
,
9
3
3
,
0
0
0

4
,
7
8
4
,
0
0
0

3
,
1
2
1
,
3
5
8

3
2
5
,
2
5
3
,
3
5
8

3
1
3
,
0
6
0
,
7
7
4

1
2
,
1
9
2
,
5
8
4

9
6
.
3
%

4
4
0
,
7
8
3
,
2
5
5

△
 
1
2
7
,
7
2
2
,
4
8
1

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額
 
 
△
1
6
,
5
8
9
千
円
補
正

(
要
支
給
額
算
定
人
員
の
減
と
人
員
構
成
の
変
更
)

光
熱
費
 
 
△
3
,
0
0
0
千
円
補
正

(
空
調
機
更
新
に
よ
る
電
力
使
用
料
の
減
)

委
託
料
△
4
,
0
0
0
千
円
補
正

(
水
需
要
推
計
業
務
の
入
札
差
益
・
土
地
売
却
に
係
る
測
量
・
鑑
定
業
務
の

未
執
行
に
よ
る
)

減
価

償
却
費

9
4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

9
4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

9
3
1
,
1
4
0
,
7
5
4

8
,
8
5
9
,
2
4
6

9
9
.
1
%

8
9
1
,
1
8
3
,
5
4
6

3
9
,
9
5
7
,
2
0
8

資
産

減
耗
費

2
7
,
1
6
0
,
0
0
0

0
0

2
7
,
1
6
0
,
0
0
0

2
7
,
1
0
0
,
4
1
8

5
9
,
5
8
2

9
9
.
8
%

4
4
,
7
5
3
,
3
0
5

△
 
1
7
,
6
5
2
,
8
8
7

そ
の

他
営
業
費
用

2
3
,
7
6
0
,
0
0
0

△
 
1
3
,
0
0
0
,
0
0
0

△
 
1
3
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
0
,
7
6
0
,
0
0
0

6
,
0
6
5
,
2
0
7

4
,
6
9
4
,
7
9
3

5
6
.
4
%

6
,
1
9
0
,
5
0
6

△
 
1
2
5
,
2
9
9
受
託
事
業
費
　
△
1
3
,
0
0
0
千
円
補
正

(
移
設
を
伴
う
事
業
が
次
年
度
に
延
期
に
な
っ
た
た
め
）

営
業

外
費
用

2
9
7
,
6
2
9
,
0
0
0

△
 
7
4
6
,
0
0
0

0
0

△
 
7
4
6
,
0
0
0

0
0

2
9
6
,
8
8
3
,
0
0
0

2
9
5
,
5
0
9
,
5
6
9

1
,
3
7
3
,
4
3
1

9
9
.
5
%

3
0
9
,
2
4
5
,
5
3
8

8
3
0
,
7
8
2
,
0
3
1

支
払

利
息
及
び

企
業

債
取
扱
諸
費

2
3
6
,
8
7
8
,
0
0
0

△
 
7
4
6
,
0
0
0

△
 
7
4
6
,
0
0
0

0
2
3
6
,
1
3
2
,
0
0
0

2
3
6
,
1
3
1
,
9
3
0

7
0

1
0
0
.
0
%

2
5
0
,
7
8
7
,
1
2
1

△
 
1
4
,
6
5
5
,
1
9
1
△
7
4
6
千
円
補
正

(
Ｈ
2
5
借
入
利
率
が
低
利
で
あ
っ
た
た
め
)
　
予
算
1
.
5
％
→
借
入
時
1
.
4
％

雑
支

出
1
0
,
1
8
1
,
0
0
0

△
 
4
,
9
9
3
,
6
0
0

△
 
4
,
9
9
3
,
6
0
0

5
,
1
8
7
,
4
0
0

3
,
8
1
4
,
0
3
9

1
,
3
7
3
,
3
6
1

7
3
.
5
%

4
,
8
3
9
,
7
1
7

△
 
1
,
0
2
5
,
6
7
8

消
費

税
5
0
,
5
7
0
,
0
0
0

4
,
9
9
3
,
6
0
0

4
,
9
9
3
,
6
0
0

5
5
,
5
6
3
,
6
0
0

5
5
,
5
6
3
,
6
0
0

0
1
0
0
.
0
%

5
3
,
6
1
8
,
7
0
0

1
,
9
4
4
,
9
0
0

特
別

損
失

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

0

そ
の

他
特
別
損
失

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

0
0

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

0
8
4
4
,
5
1
8
,
0
0
0

△
 
2
7
9
,
3
7
6
,
0
0
0

△
 
3
0
0
,
2
7
1
,
0
0
0

△
 
1
4
0
,
5
2
7
,
4
9
9

3
9
1
,
0
0
1
,
6
5
3

税
抜
純
利
益

△
2
6
2
,
6
5
0
,
7
5
2

税
抜

純
利

益
　

　
3
1
8
,
1
1
0
,
5
1
4

2
5
年

度
決

算
額

(
Ａ

)
科
目 差

　
　

　
　
　
引

 
支

　
出

区
分

2
6
年
度

当
初
予
算

額
補

正
予

算
額

及
び

流
用

増
減

額
2
6
年
度

予
算
額
(
Ｂ
)

2
6
年
度

決
算
額
(
Ｃ
)

平
成

2
6
年

度
　

吹
田

市
水

道
事

業
会

計
　

決
算

(
１
)
収
益

的
収
支

 
収

　
入

区
分

2
6
年
度

当
初
予
算

額
2
6
年
度

予
算
額
(
Ｂ
)

2
6
年
度

決
算
額
(
Ｃ
)

2
5
年

度
決

算
額

(
Ａ

)
科
目

4



(
単

位
：

円
、

税
込

）
3
月

議
会

5
月

議
会

3
月
議
会

3
月
議
会

地
公

企
法

第
2
6
条

予
算
決

算
対

前
年

度
決

算
補

正
予

算
額

補
正

1
号

補
正

2
号

補
正
3
号

補
正
4
号

規
定

に
よ

る
繰

越
額

増
減

額
執

行
率

増
減

額
備

考
特

例
減

額
に

係
る

給
与

費
職

員
採

用
（

２
名

）
に

係
る

給
与

費
更

正
予

算
給

与
改

定
に

係
る

給
与

費
に

係
る

財
源

充
当

額
(
Ｃ
)
－

(
Ｂ

)
(
Ｃ

)
－

(
Ａ

)

資
本

的
収

入
8
5
9
,
4
5
9
,
0
0
0
△

 
1
0
2
,
2
5
9
,
0
0
0

0
0

△
 
1
0
2
,
2
5
9
,
0
0
0

0
0

7
5
7
,
2
0
0
,
0
0
0

7
8
1
,
5
0
0
,
0
4
0

2
4
,
3
0
0
,
0
4
0

1
0
3
.
2
%

7
3
7
,
9
4
7
,
7
5
0

4
3
,
5
5
2
,
2
9
0

企
業

債
7
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0
△

 
1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

△
 
1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

6
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

4
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

企
業

債
7
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0
△

 
1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
△
 
1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

6
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

4
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0
△
1
0
0
,
0
0
0
千
円
補
正
　
(
一
部
工
事
の
延
期
等
に
よ
る
減
額
)

出
資

金
3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

5
1
,
6
3
0
,
0
0
0

△
 
2
1
,
6
3
0
,
0
0
0

他
会

計
出
資
金

3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
.
0
%

5
1
,
6
3
0
,
0
0
0

△
 
2
1
,
6
3
0
,
0
0
0

工
事

負
担
金

1
7
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
1
7
,
2
0
0
,
0
0
0

2
2
,
1
4
0
,
0
4
0

4
,
9
4
0
,
0
4
0

1
2
8
.
7
%

1
2
,
6
7
8
,
7
5
0

9
,
4
6
1
,
2
9
0

工
事

負
担
金

1
7
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

1
7
,
2
0
0
,
0
0
0

2
2
,
1
4
0
,
0
4
0

4
,
9
4
0
,
0
4
0

1
2
8
.
7
%

1
2
,
6
7
8
,
7
5
0

9
,
4
6
1
,
2
9
0

開
発

負
担
金

1
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
1
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
2
9
,
3
6
0
,
0
0
0

1
9
,
3
6
0
,
0
0
0

1
1
7
.
6
%

1
3
4
,
5
2
0
,
0
0
0

△
 
5
,
1
6
0
,
0
0
0

開
発

負
担
金

1
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

1
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
2
9
,
3
6
0
,
0
0
0

1
9
,
3
6
0
,
0
0
0

1
1
7
.
6
%

1
3
4
,
5
2
0
,
0
0
0

△
 
5
,
1
6
0
,
0
0
0

固
定

資
産
売
却
代
金

2
,
2
5
9
,
0
0
0

△
 
2
,
2
5
9
,
0
0
0

0
0

△
 
2
,
2
5
9
,
0
0
0

0
0

0
0

0
#
D
I
V
/
0
!

0
0

固
定

資
産
売
却
代
金

2
,
2
5
9
,
0
0
0

△
 
2
,
2
5
9
,
0
0
0

△
 
2
,
2
5
9
,
0
0
0

0
0

0
0

#
D
I
V
/
0
!

0
0
土
地
売
却
代
金
　
△
2
,
2
5
9
千
円
補
正

(
泉
浄
水
所
用
地
一
部
・
旧
金
田
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
用
地
一
部
売
却
予
定
分
)

3
月

議
会

5
月

議
会

3
月
議
会

3
月
議
会

流
用
又
は

予
算
決

算
対

前
年

度
決

算
補

正
1
号

補
正

2
号

補
正
3
号

補
正
4
号

地
公
企
法
第
2
6
条

増
減
額

執
行

率
増

減
額

備
考

特
例

減
額

に
係

る
給

与
費

職
員

採
用

（
２

名
）

に
係

る
給

与
費

更
正

予
算

給
与

改
定

に
係

る
給

与
費

規
定
に
よ
る
繰
越
額

(
Ｂ
)
－
(
Ｃ

)
(
Ｃ

)
－

(
Ａ

)

資
本

的
支

出
2
,
8
2
0
,
8
0
0
,
0
0
0
△

 
2
8
3
,
2
9
4
,
0
0
0

△
 
3
,
9
0
6
,
0
0
0

0
△
 
2
8
1
,
8
7
4
,
0
0
0

2
,
4
8
6
,
0
0
0

2
2
4
,
8
5
4
,
0
0
0

2
,
7
6
2
,
3
6
0
,
0
0
0

2
,
4
2
8
,
3
8
8
,
6
3
0

6
7
,
0
9
5
,
3
7
0

8
7
.
9
%

2
,
2
1
0
,
4
6
5
,
2
6
3

2
1
7
,
9
2
3
,
3
6
7

建
設

改
良
費

2
,
2
5
5
,
6
3
9
,
0
0
0
△

 
2
8
6
,
4
1
7
,
0
0
0

△
 
3
,
9
0
6
,
0
0
0

0
△
 
2
8
4
,
9
9
7
,
0
0
0

2
,
4
8
6
,
0
0
0

2
2
4
,
8
5
4
,
0
0
0

2
,
1
9
4
,
0
7
6
,
0
0
0

1
,
8
6
0
,
1
0
5
,
1
6
9

6
7
,
0
9
4
,
8
3
1

8
4
.
8
%

1
,
6
5
2
,
9
4
4
,
6
3
0

2
0
7
,
1
6
0
,
5
3
9

事
務

費
1
8
3
,
3
0
9
,
0
0
0

△
 
1
6
,
4
1
7
,
0
0
0

△
 
3
,
9
0
6
,
0
0
0

0
△
 
1
4
,
9
9
7
,
0
0
0

2
,
4
8
6
,
0
0
0

4
1
2
,
7
2
6

1
6
7
,
3
0
4
,
7
2
6

1
6
5
,
5
1
3
,
6
2
8

1
,
7
9
1
,
0
9
8

9
8
.
9
%

1
4
6
,
3
2
6
,
4
3
9

1
9
,
1
8
7
,
1
8
9

△
 
4
1
2
,
7
2
6

1
,
6
6
4
,
2
0
8
,
4
8
6

1
,
4
8
5
,
2
1
4
,
1
2
6

2
2
4
,
8
5
4
,
0
0
0

2
6
6
,
8
7
6
,
0
0
0

2
2
4
,
8
5
4
,
0
0
0

固
定

資
産
取
得
費

4
3
,
1
3
0
,
0
0
0

△
 
7
,
0
0
0
,
0
0
0

△
 
7
,
0
0
0
,
0
0
0

3
6
,
1
3
0
,
0
0
0

3
0
,
3
8
3
,
0
5
5

5
,
7
4
6
,
9
4
5

8
4
.
1
%

2
1
,
4
0
4
,
0
6
5

8
,
9
7
8
,
9
9
0
△
7
,
0
0
0
千
円
補
正
　
(
空
調
機
更
新
入
札
差
金
ほ
か
)

企
業

債
償
還
金

5
6
5
,
1
6
1
,
0
0
0

0
0

0
0

5
6
5
,
1
6
1
,
0
0
0

5
6
5
,
1
6
0
,
6
9
6

3
0
4

1
0
0
.
0
%

5
5
7
,
5
2
0
,
6
3
3

7
,
6
4
0
,
0
6
3

企
業

債
償
還
金

5
6
5
,
1
6
1
,
0
0
0

0
5
6
5
,
1
6
1
,
0
0
0

5
6
5
,
1
6
0
,
6
9
6

3
0
4

1
0
0
.
0
%

5
5
7
,
5
2
0
,
6
3
3

7
,
6
4
0
,
0
6
3

0
3
,
1
2
3
,
0
0
0

0
0

3
,
1
2
3
,
0
0
0

0
3
,
1
2
3
,
0
0
0

3
,
1
2
2
,
7
6
5

2
3
5

-
0

3
,
1
2
2
,
7
6
5

国
庫
補
助
金
返
還
金

0
3
,
1
2
3
,
0
0
0

3
,
1
2
3
,
0
0
0

3
,
1
2
3
,
0
0
0

3
,
1
2
2
,
7
6
5

2
3
5

-
0

3
,
1
2
2
,
7
6
5
+
3
,
1
2
3
千
円

平
成
2
5
年
度
補
助
(
平
成
2
4
年
度
か
ら
の
繰
越
含
む
)
に
か
か
る
消
費
税
相

当
額
の
国
庫
へ
の
返
還
金

△
 
1
,
9
6
1
,
3
4
1
,
0
0
0

△
 
2
,
0
0
5
,
1
6
0
,
0
0
0

△
 
1
,
6
4
6
,
8
8
8
,
5
9
0

△
 
1
,
4
7
2
,
5
1
7
,
5
1
3

差
　

　
　
　
　
引

1
,
9
9
0
,
6
4
1
,
2
7
4

5
9
,
5
5
6
,
7
8
8

8
3
.
6
%

1
7
8
,
9
9
4
,
3
6
0

委
託
料
△
2
1
,
0
0
0
円
補
正

(
管
路
整
備
実
施
設
計
業
務
の
延
期
：
関
連
部
署
と
の
調
整
に
よ
る
)

工
事
請
負
費
△
2
0
0
,
0
0
0
千
円
補
正

(
工
事
縮
小
、
入
札
差
金
、
一
部
工
事
の
延
期
:
関
連
部
署
と
の
調
整
に
よ

る
)

路
面
復
旧
費
△
3
9
,
0
0
0
千
円
補
正

(
一
部
工
事
の
延
期
(
関
連
部
署
と
の
調
整
に
よ
る
)
と
他
企
業
と
の
競
合
路

線
で
の
負
担
減
)

国
庫

補
助
金
返
還
金

2
6
年
度

決
算
額
(
Ｃ
)

2
5
年

度
決

算
額

(
Ａ

)
科
目 工

事
費

2
,
0
2
9
,
2
0
0
,
0
0
0
△

 
2
6
3
,
0
0
0
,
0
0
0

0
△
 
2
6
3
,
0
0
0
,
0
0
0

科
目

 
支

　
出

区
分

2
6
年
度

当
初
予
算

額
補

正
予

算
額

2
6
年
度

予
算
額
(
Ｂ
)

(
２
)
資
本
的
収
支

 
収

　
入

区
分

2
6
年
度

当
初
予
算

額
2
6
年
度

予
算
額
(
Ｂ
)

2
6
年
度

決
算
額
(
Ｃ
)

2
5
年

度
決

算
額

(
Ａ

)

1
,
0
80
,
7
32
0
0
0

繰
越

額

繰
越
額

繰
越

額

5



1,268,725 555,838 1,069,930 1,472,518 1,646,889

858,972

1,343,318 1,300,759

737,948

781,500

2,127,697
1,899,156

2,370,689

2,210,465

2,428,389

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

平成22年度

(2010年度）

【1,268,725】

平成23年度

(2011年度）

【555,838】

平成24年度

(2012年度）

【1,069,930】

平成25年度

(2013年度）

【1,472,518】

平成26年度

(2014年度）

【1,646,889】

資
本
的
収
入
・
支
出

千円

過去５年間 資本的収支と不足額の推移（税込）

差引不足額

資本的収入

資本的支出

工事費

1,325,244

1,171,839

1,601,738

319,170
266,511 264,275 318,111

△262,651 

6,249,618 6,271,218

6,120,854

6,066,294 6,203,604

5,930,448

6,004,706

5,856,579

5,748,183

6,466,255 

△ 400,000

△ 200,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

5,200,000

5,600,000

6,000,000

6,400,000

6,800,000

平成22年度

（2010年度）

【319,170】

平成23年度

（2011年度）

【266,511】

平成24年度

（2012年度）

【264,275】

平成25年度

（2013年度）

【318,111】

平成26年度

（2014年度）

【△262,651】

単
年
度
純
利
益

収
益
的
収
入
・
支
出

過去５年間 収益的収支と単年度純利益の推移（税抜）
単年度純利益

収益的収入

収益的支出

千円

0

【単年度純利益】

【差引不足額】

料金改定
(口座振替割引制度拡
充)

▲0.5％

対前年度比

職員給与費 △147,022千円

受水費 ＋1,271千円

動力費 35,928千円

工事請負費 △15,152千円

特別損失 844,518千円など

企業債

600,000千円

出資金

3,000千円

千円

補償金免除

繰上償還

99,321千円

あり

大阪府営水道料金

（受水単価）値下げ

1,485,214

大阪広域水道企業団

（受水単価）値下げ

投資償還金収入

終わり

1,664,208

6



３
．

第
２

期
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
進

捗
状

況

H
2

6

(1
)

水
源

か
ら

蛇
口

ま
で

の
水

質
管

理
の

向
上

1
1

1
水

安
全

計
画

の
運

用
水

安
全

計
画

を
運

用
し

、
水

源
か

ら
給

水
栓

ま
で

の
一

貫
し

た
管

理
の

も
と

、
安

全
な

水
道

水
の

供
給

に
努

め
ま

す
。

運
用

(水
安

全
計

画
運

用
手

帳
作

成
)

水
安

全
計

画
を

着
実

に
運

用
し

て
い

く
た

め
、

水
処

理
検

討
委

員
会

・
水

安
全

計
画

運
用

委
員

会
を

開
催

し
、

水
安

全
計

画
運

用
実

務
手

帳
の

全
職

員
へ

の
配

布
を

行
い

ま
し

た
。

B
指

標
(1

)-
a
,b

1
1

2
信

頼
性

の
高

い
水

質
検

査
の

継
続

と
P

R

水
道

G
L
P

の
認

定
を

維
持

し
、

よ
り

精
度

の
高

い
水

質
検

査
体

制
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

で
、

お
客

さ
ま

か
ら

信
頼

さ
れ

る
水

質
監

視
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
検

査
結

果
や

水
質

検
査

計
画

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

す
い

ど
う

に
ゅ

ー
す

、
イ

ベ
ン

ト
を

通
し

て
、

水
道

水
の

安
全

性
の

P
R

に
努

め
ま

す
。

認
定

維
持

水
道

G
L
P

に
関

す
る

事
業

計
画

は
順

調
に

進
め

ら
れ

ま
し

た
。

水
質

検
査

の
精

度
及

び
信

頼
性

の
維

持
向

上
の

た
め

の
水

質
検

査
機

器
の

更
新

も
含

め
、

着
実

に
実

施
し

ま
し

た
。

B
指

標
(1

)-
c
,d

(2
)

鉛
製

給
水

管
の

早
期

解
消

1
2

1
早

期
解

消
に

向
け

た
工

事
の

推
進

メ
ー

タ
ー

１
次

側
で

の
鉛

製
給

水
管

の
早

期
解

消
を

推
進

す
る

た
め

の
取

組
と

し
て

、
引

き
続

き
配

水
管

工
事

や
漏

水
修

繕
工

事
等

に
併

せ
た

解
消

と
と

も
に

、
地

域
ご

と
の

面
的

整
備

に
お

け
る

解
消

工
事

を
計

画
的

に
進

め
ま

す
。

2
,9

0
0

件
解

消

他
企

業
工

事
の

影
響

で
舗

装
先

行
に

伴
う

鉛
製

給
水

管
布

設
替

が
予

定
件

数
を

し
た

ま
わ

り
ま

し
た

が
、

平
成

2
6

年
度

に
お

い
て

も
建

替
え

に
伴

う
老

朽
管

布
設

替
や

漏
水

修
繕

工
事

、
経

年
管

更
新

工
事

な
ど

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
捉

え
て

鉛
製

給
水

管
解

消
に

取
り

組
み

、
3

0
4

3
件

解
消

し
ま

し
た

。

A
表

１
指

標
(1

)-
e

1
2

2
面

的
整

備
に

お
け

る
解

消
工

事

メ
ー

タ
ー

１
次

側
で

の
鉛

製
給

水
管

の
早

期
解

消
を

推
進

す
る

た
め

の
中

心
的

な
取

組
と

し
て

、
対

象
地

域
を

明
確

に
し

た
地

域
ご

と
の

面
的

解
消

事
業

を
計

画
的

に
進

め
、

効
率

的
で

効
果

的
な

解
消

を
進

め
ま

す
。

1
,2

0
0

件
解

消
平

成
2

6
年

度
の

天
道

町
・

岸
部

・
山

田
南

地
区

に
お

け
る

地
域

的
・

面
的

な
解

消
事

業
は

予
定

通
り

完
了

し
、

2
0

6
7

件
の

解
消

と
な

り
ま

し
た

。
A

1
2

3
助

成
制

度
の

継
続

鉛
製

給
水

管
の

早
期

解
消

を
図

る
方

策
の

一
つ

と
し

て
、

お
客

さ
ま

が
自

ら
行

う
鉛

製
給

水
管

の
取

替
工

事
へ

の
助

成
制

度
の

活
用

促
進

を
図

り
ま

す
。

制
度

利
用

　
1

0
件

2
,0

0
0

,0
0

0
円

平
成

2
2

年
1

0
月

に
創

設
し

た
助

成
制

度
は

、
平

成
2

6
年

度
に

お
い

て
は

8
件

の
制

度
の

ご
利

用
が

あ
り

、
金

額
で

1
,6

3
3

,1
0

0
円

を
執

行
し

ま
し

た
。

今
後

も
助

成
制

度
の

利
用

促
進

に
努

め
ま

す
。

B

(１
)安

全
で

お
い

し
い

水
の

供
給

　
平

成
2

2
年

度
よ

り
「

す
い

す
い

ビ
ジ

ョ
ン

2
0

2
0

～
吹

田
の

水
標

～
」

(平
成

2
2

年
度

～
平

成
3

2
年

度
)が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
こ

の
1

1
年

間
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
推

進
す

る
た

め
、

現
在

は
平

成
2

6
年

度
を

初
年

度
と

す
る

「
第

2
期

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

」
(平

成
2

6
年

度
～

平
成

2
9

年
度

)を
策

定
し

、
４

年
間

に
取

組
む

方
針

・
施

策
・

事
業

の
内

容
や

計
画

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
を

具
体

化
し

て
い

ま
す

。
　

こ
こ

で
は

平
成

2
6

年
度

の
計

画
と

実
績

、
事

業
の

推
進

状
況

を
4

段
階

で
評

価
し

ま
し

た
。

A
.計

画
は

達
成

し
た

　
B

.概
ね

順
調

に
進

ん
だ

　
C

.遅
れ

て
い

る
　

D
.計

画
の

見
直

し
が

必
要

　
と

し
て

い
ま

す
。

P
1

9
以

降
に

参
考

資
料

、
P

2
4

以
降

に
管

理
指

標
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

方
針

施
策

事
業

事
業

の
目

的
・

内
容

平
成

2
6

年
度

計
画

平
成

2
6

年
度

実
績

参
考

資
料

管
理

指
標

評
価

7



H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(3
)

直
結

給
水

の
推

進
と

貯
水

槽
水

道
の

適
正

管
理

の
啓

発

1
3

1
直

結
給

水
の

推
進

高
度

浄
水

処
理

し
た

安
全

で
お

い
し

い
水

を
蛇

口
ま

で
直

接
届

け
る

た
め

、
ま

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
有

効
利

用
に

も
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

新
築

建
物

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
既

存
建

物
に

つ
い

て
も

、
直

結
給

水
の

利
点

を
Ｐ

Ｒ
し

、
貯

水
槽

水
道

か
ら

の
切

替
え

を
推

進
し

ま
す

。

直
結

給
水

率
6

5
.1

％

新
築

建
物

に
お

い
て

は
、

ほ
と

ん
ど

の
お

客
さ

ま
が

直
結

給
水

方
式

で
の

申
込

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

。
平

成
2

6
年

度
に

お
け

る
直

結
給

水
率

は
6

5
.3

％
と

な
り

ま
し

た
。

既
設

建
物

に
お

い
て

は
、

ポ
ン

プ
・

受
水

槽
・

メ
ー

タ
の

更
新

時
期

が
好

機
と

思
わ

れ
る

の
で

、
更

に
Ｐ

Ｒ
に

努
め

ま
す

。

A
指

標
(1

)-
f

1
3

2
貯

水
槽

水
道

の
適

正
管

理
の

充
実

小
規

模
貯

水
槽

（
1

0
ｍ

３
以

下
）

の
点

検
に

つ
い

て
は

、
1

年
間

で
一

巡
す

る
よ

う
、

民
間

事
業

者
に

委
託

し
て

調
査

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

届
出

の
指

導
、

適
正

管
理

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。

ま
た

、
1

0
m

３
超

の
貯

水
槽

の
管

理
等

に
つ

い
て

も
、

環
境

保
全

課
と

の
連

携
を

強
め

ま
す

。

1
,1

4
0

件
点

検

平
成

2
6

年
度

は
年

間
で

1
,0

9
3

件
点

検
を

実
施

し
ま

し
た

。
引

き

続
き

適
正

管
理

の
推

進
に

努
め

、
ま

た
、

1
0

ｍ
3
超

の
受

水
槽

に
つ

い
て

も
環

境
部

と
調

整
協

議
し

適
正

管
理

の
啓

発
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

B
指

標
(1

)-
g

(1
)

自
己

水
源

の
確

保
と

効
率

的
な

水
運

用

2
1

1
事

業
認

可
変

更
片

山
浄

水
所

更
新

に
向

け
て

、
事

業
認

可
変

更
(浄

水
処

理
方

法
の

変
更

及
び

取
水

地
点

の
変

更
)を

行
い

ま
す

。
水

需
要

予
測

平
成

2
7

年
度

に
予

定
し

て
い

る
事

業
変

更
認

可
申

請
に

必
要

な
水

需
要

予
測

に
つ

い
て

は
、

人
口

推
計

等
に

基
づ

き
将

来
の

水
需

要
を

予
測

し
、

水
源

計
画

を
策

定
し

ま
し

た
。

A

2
1

2
地

下
水

源
の

維
持

・
増

強

地
下

水
源

を
引

き
続

き
確

保
す

る
た

め
に

、
井

戸
の

揚
水

量
と

水
位

変
動

の
監

視
強

化
や

浚
渫

・
改

良
工

事
を

実
施

す
る

な
ど

、
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

泉
２

号
 改

良
片

山
1

3
号

 浚
渫

、
水

位
計

・
流

量
計

設
置

片
山

1
6

号
新

設

片
山

浄
水

所
に

お
い

て
は

経
年

的
に

実
施

し
て

い
る

さ
く

井
用

水
位

計
・

流
量

計
設

置
は

計
画

ど
お

り
実

施
し

、
1

3
号

さ
く

井
に

お
い

て
は

浚
渫

工
事

も
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

新
設

1
6

号
井

戸
設

置
工

事
も

完
了

し
揚

水
試

験
に

お
い

て
当

初
の

計
画

取
水

量
を

達
成

し
ま

し
た

。
泉

浄
水

所
に

お
い

て
は

2
号

さ
く

井
に

お
い

て
2

重
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
管

設
置

工
事

を
実

施
し

、
両

浄
水

所
に

お
い

て
地

下
水

源
の

確
保

に
努

め
ま

し
た

。

B
グ

ラ
フ

1
・

2
指

標
(2

)-
b

2
1

3
新

た
な

地
下

水
源

の
確

保
に

向
け

た
検

討

水
源

調
査

を
行

う
こ

と
で

、
市

域
南

部
の

拠
点

と
な

る
片

山
浄

水
所

で
は

、
敷

地
内

外
に

と
ら

わ
れ

ず
、

井
戸

の
新

設
・

掘
替

え
用

地
に

つ
い

て
幅

広
く

検
討

し
ま

す
。

ま
た

、
片

山
浄

水
所

以
北

地
域

に
つ

い
て

も
、

複
数

水
源

の
確

保
と

い
う

観
点

か
ら

、
地

下
水

源
の

開
発

が
可

能
な

場
所

を
検

討
し

ま
す

。

資
料

調
査

結
果

取
り

ま
と

め

平
成

2
5

年
度

に
実

施
し

た
片

山
浄

水
所

他
水

源
調

査
の

結
果

を
取

り
ま

と
め

ま
し

た
。

市
域

の
地

下
水

や
本

市
の

さ
く

井
の

状
況

に
つ

い
て

浄
水

室
内

の
研

修
に

よ
り

周
知

し
ま

し
た

。
ま

た
部

研
修

を
開

催
し

部
全

体
へ

の
周

知
を

図
り

ま
す

。

B

(２
)安

定
し

た
水

道
シ

ス
テ

ム
の

確
立

8



H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(2
)

浄
配

水
施

設
の

整
備

2
2

1
施

設
の

耐
震

化
安

定
給

水
を

図
る

た
め

の
浄

配
水

施
設

等
の

耐
震

補
強

(浄
配

水
施

設
耐

震
化

等
改

修
工

事
)を

実
施

し
ま

す
。

泉
 第

1
配

水
池

津
雲

 第
2

配
水

池
津

雲
 第

3
配

水
池

山
田

配
水

池

平
成

2
4

年
度

着
手

の
津

雲
第

3
配

水
池

及
び

泉
第

1
配

水
池

の
耐

震
化

工
事

を
引

き
続

き
実

施
し

、
配

水
池

内
の

水
を

抜
く

こ
と

で
確

認
で

き
た

劣
化

箇
所

の
改

修
工

事
を

終
え

、
債

務
負

担
行

為
で

あ
る

山
田

配
水

場
配

水
池

の
耐

震
化

も
完

了
し

ま
し

た
。

新
た

に
平

成
2

7
年

度
ま

で
の

債
務

負
担

行
為

と
し

て
津

雲
第

2
配

水
池

の
耐

震
化

に
も

着
手

し
ま

し
た

。

A
表

２
指

標
(2

)-
c

2
2

2
片

山
浄

水
所

浄
水

施
設

の
更

新
等

老
朽

化
し

た
現

行
の

急
速

ろ
過

方
式

の
浄

水
処

理
施

設
を

、
限

ら
れ

た
敷

地
内

で
、

コ
ン

パ
ク

ト
か

つ
安

定
し

た
水

処
理

が
可

能
な

膜
処

理
方

式
へ

変
更

す
る

こ
と

で
、

処
理

施
設

の
抜

本
的

な
更

新
を

を
行

い
ま

す
。

・
実

施
設

計
・

現
行

施
設

維
持

管
理

工
事

処
理

施
設

更
新

工
事

実
施

設
計

業
務

は
新

設
建

屋
の

構
造

計
画

確
定

に
時

間
を

要
し

た
こ

と
に

よ
り

業
務

期
間

を
次

年
度

へ
延

長
し

ま
し

た
。

現
行

施
設

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

原
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ
や

前
処

理
機

防
水

及
び

ろ
材

入
替

な
ど

を
計

画
ど

お
り

実
施

し
、

水
処

理
や

配
水

量
の

管
理

上
重

要
な

設
備

の
取

替
え

工
事

も
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

ま
し

た
。

C
指

標
(2

)-
d

2
2

3
泉

浄
水

所
浄

水
施

設
の

維
持

管
理

等

表
流

水
及

び
地

下
水

を
引

き
続

き
活

用
す

る
た

め
、

維
持

管
理

に
必

要
な

改
良

・
更

新
・

修
繕

工
事

を
行

い
ま

す
。

薬
注

設
備

更
新

実
施

設
計

薬
注

設
備

更
新

計
装

設
備

改
良

工
事

水
処

理
設

備
改

良
工

事
設

備
等

ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ

薬
注

設
備

更
新

工
事

(建
築

工
事

)は
埋

設
配

管
の

移
設

が
必

要
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
工

期
を

次
年

度
へ

延
長

し
ま

し
た

が
設

備
工

事
(債

務
負

担
行

為
)と

と
も

に
次

年
度

完
成

、
稼

働
と

な
る

見
込

み
で

す
。

ま
た

、
計

装
設

備
や

水
処

理
設

備
な

ど
経

年
化

し
た

設
備

の
更

新
工

事
は

計
画

ど
お

り
実

施
し

ま
し

た
。

B
指

標
(2

)-
d

2
2

4
配

水
場

設
備

等
の

維
持

・
更

新

経
年

劣
化

し
た

配
水

場
設

備
等

に
つ

い
て

、
吹

田
更

新
基

準
を

基
本

と
し

て
設

備
の

改
良

・
更

新
・

修
繕

工
事

を
実

施
し

ま
す

。

電
気

設
備

工
事

計
装

設
備

工
事

設
備

等
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ

給
水

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｰ
等

改
修

工
事

や
津

雲
配

水
場

配
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ
、

自
家

発
電

設
備

点
検

整
備

業
務

な
ど

を
計

画
ど

お
り

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
御

旅
低

区
流

量
計

更
新

な
ど

緊
急

性
の

高
い

工
事

な
ど

は
計

画
を

前
倒

し
し

て
行

い
、

経
年

劣
化

し
た

配
水

場
設

備
の

維
持

・
更

新
を

順
調

に
実

施
し

ま
し

た
。

B
表

３

2
2

5
千

里
浄

水
池

整
備

に
伴

う
施

設
の

共
同

化

北
部

の
拠

点
を

整
備

す
る

上
で

、
大

阪
広

域
水

道
企

業
団

千
里

浄
水

池
の

整
備

に
あ

わ
せ

て
、

近
隣

市
の

配
水

池
及

び
ポ

ン
プ

場
を

一
体

的
に

整
備

す
る

と
い

う
広

域
連

携
を

進
め

る
中

で
、

将
来

的
な

更
新

費
用

の
低

減
と

効
率

的
な

水
運

用
を

図
り

ま
す

。

(企
)新

1
号

池
築

造
工

事
(企

)新
2

号
池

(共
同

施
設

含
む

)修
正

基
本

設
計

千
里

浄
水

池
の

整
備

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
(構

成
:企

業
団

･
吹

田
市

･
豊

中
市

･
箕

面
市

)で
議

論
し

、
千

里
浄

水
池

敷
地

内
に

お
け

る
3

市
共

同
施

設
整

備
を

企
業

団
の

新
2

号
池

築
造

に
係

る
基

本
設

計
に

反
映

さ
せ

る
べ

く
覚

書
(案

)を
作

成
し

ま
し

た
。

A
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(3
)

計
画

的
な

管
路

整
備

の
推

進

2
3

1
基

幹
管

路
整

備
事

業
の

実
施

基
幹

管
路

の
耐

震
化

を
進

め
る

た
め

に
、

送
水

管
を

中
心

と
し

た
更

新
・

新
設

を
行

い
平

成
3

2
年

度
に

は
基

幹
管

路
の

耐
震

化
率

5
0

%
超

え
を

目
指

し
ま

す
。

更
新

・
新

設
 １

.５
k
m

樫
の

木
・

万
博

系
送

水
管

及
び

津
雲

系
配

水
管

の
耐

震
化

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

吹
田

操
車

場
跡

地
に

本
市

で
は

初
め

て
と

な
る

耐
震

性
緊

急
貯

水
槽

(1
0

0
㎥

)を
設

置
し

ま
し

た
。

一
方

で
関

連
す

る
開

発
事

業
な

ど
の

全
体

的
な

遅
れ

に
よ

り
次

年
度

施
工

と
な

っ
た

も
の

も
あ

り
平

成
2

6
年

度
の

基
幹

管
路

耐
震

化
延

長
は

0
.8

k
m

と
な

り
ま

し
た

。

C
表

４
指

標
(2

)-
e

2
3

2
片

山
浄

水
所

・
泉

浄
水

所
連

絡
管

整
備

本
市

の
２

つ
の

浄
水

所
の

内
、

地
震

災
害

等
で

被
害

を
受

け
一

方
の

浄
水

所
が

水
づ

く
り

を
で

き
な

い
状

況
に

な
っ

た
場

合
で

も
、

他
方

が
そ

れ
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

で
き

る
よ

う
に

、
片

山
浄

水
所

と
泉

浄
水

所
を

結
ぶ

連
絡

管
φ

1
0

0
0

m
m

の
布

設
工

事
(シ

ー
ル

ド
工

法
)を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
着

実
に

進
め

る
た

め
の

詳
細

設
計

及
び

工
事

監
理

も
実

施
し

ま
す

。

実
施

設
計

平
成

2
8

年
度

着
工

に
向

け
て

進
め

て
い

る
実

施
設

計
は

、
シ

ー
ル

ド
の

発
進

基
地

の
候

補
地

側
の

意
向

確
認

や
調

整
、

協
議

に
時

間
を

要
し

た
た

め
業

務
期

間
を

次
年

度
へ

延
長

し
ま

し
た

。
C

2
3

3
配

水
支

管
整

備
事

業
の

実
施

管
路

更
新

率
向

上
に

む
け

て
、

経
年

管
更

新
の

更
な

る
ペ

ー
ス

ア
ッ

プ
を

図
り

年
間

8
k
m

の
ペ

ー
ス

を
基

本
と

し
て

、
引

き
続

き
印

ろ
う

継
手

鋳
鉄

管
と

漏
水

事
故

率
の

高
い

ビ
ニ

ー
ル

管
を

重
点

的
に

解
消

し
ま

す
。

ま
た

、
新

設
道

路
や

老
朽

給
水

管
が

輻
輳

す
る

道
路

等
に

は
配

水
支

管
を

新
設

し
ま

す
。

更
新

 ６
.０

k
m

新
設

 ０
.８

k
m

平
成

2
6

年
度

の
整

備
実

績
は

一
部

工
事

で
繰

越
し

と
な

っ
た

も
の

の 　
更

新
　

6
.6

k
m

　
新

設
　

0
.4

k
m

 と
な

り
、

ほ
ほ

計
画

ど
お

り
更

新
を

実
施

し
ま

し
た

。

B
表

４
指

標
(2

)-
e

　
　

(2
)-

f

2
3

4
管

路
の

維
持

管
理

の
充

実

①
計

画
的

に
管

路
施

設
の

点
検

調
査

を
行

い
、

そ
の

健
全

性
を

総
合

的
に

評
価

す
る

こ
と

で
、

日
常

の
維

持
管

理
業

務
や

計
画

的
な

更
新

、
整

備
に

反
映

さ
せ

ま
す

。
②

よ
り

効
果

的
で

機
動

力
の

あ
る

道
路

漏
水

修
繕

の
あ

り
方

を
検

討
し

見
直

し
を

進
め

ま
す

。

デ
ー

タ
の

収
集

・
整

理
の

ル
ー

ル
化

維
持

管
理

業
務

の
整

理
、

見
直

し
に

伴
い

業
務

の
洗

い
出

し
を

行
い

、
苦

情
情

報
や

漏
水

調
査

情
報

、
弁

栓
類

点
検

情
報

な
ど

維
持

管
理

業
務

に
関

す
る

各
種

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の

収
集

や
整

理
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

き
ま

し
た

。
今

後
工

務
室

内
に

お
い

て
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
収

集
・

整
理

の
ﾙ
ｰ
ﾙ
化

を
図

り
ま

す
。

B
指

標
(2

)-
ｊ

2
3

5
マ

ッ
ピ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
活

用

管
路

の
維

持
管

理
や

お
客

様
へ

の
情

報
提

供
、

管
路

計
画

作
り

に
活

用
し

て
い

る
マ

ッ
ピ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
最

大
限

に
活

用
す

る
と

同
時

に
、

効
果

的
・

効
率

的
な

シ
ス

テ
ム

更
新

を
実

施
し

ま
す

。
（

現
行

デ
ー

タ
更

新
方

法
を

生
か

し
た

シ
ス

テ
ム

更
新

や
デ

ー
タ

更
新

手
法

の
確

立
を

目
指

し
ま

す
）

・
現

行
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
更

新
・

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
更

新
の

準
備

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
更

新
は

順
調

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
更

新
に

つ
い

て
は

、
現

行
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

課
題

を
検

証
し

、
新

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

に
求

め
る

機
能

な
ど

の
要

望
を

取
り

ま
と

め
、

仕
様

書
の

作
成

に
至

り
ま

し
た

。
新

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

発
注

準
備

は
概

ね
整

い
ま

し
た

。

B
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(4
)

危
機

管
理

・
対

策
の

充
実

2
4

1
災

害
時

給
水

所
等

の
整

備

市
内

の
ど

こ
か

ら
で

も
概

ね
2

k
m

以
内

の
距

離
に

あ
る

災
害

時
給

水
拠

点
に

加
え

、
概

ね
１

ｋ
ｍ

以
内

の
距

離
で

応
急

給
水

が
可

能
と

な
る

災
害

時
給

水
所

を
整

備
す

る
た

め
、

小
学

校
1

2
校

に
、

可
搬

式
浄

水
装

置
も

し
く

は
仮

設
貯

水
槽

を
配

備
し

て
い

き
ま

す
。

・
可

搬
式

浄
水

装
置

等
　

の
配

備
要

領
の

制
定

・
可

搬
式

浄
水

装
置

、
　

仮
設

貯
水

槽
配

備
・

耐
震

性
貯

水
槽

　
設

置

耐
振

性
緊

急
貯

水
槽

の
設

置
を

完
了

し
ま

し
た

。
平

成
2

7
年

度
に

は
災

害
時

給
水

拠
点

と
し

て
機

能
す

る
予

定
で

す
。

一
方

で
可

搬
式

浄
水

装
置

の
小

学
校

区
へ

の
配

備
は

覚
書

な
ど

配
備

に
必

要
な

準
備

を
進

め
て

い
る

段
階

の
た

め
実

配
備

に
は

至
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

C
指

標
(2

)-
ｋ

2
4

2
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
充

実

被
害

想
定

の
見

直
し

や
状

況
の

変
化

、
様

々
な

具
体

的
な

訓
練

等
の

結
果

を
踏

ま
え

、
継

続
し

て
内

容
を

検
証

し
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
（

地
震

）

平
成

2
6

年
度

に
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
一

つ
に

集
約

し
ま

し
た

。
細

部
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

見
直

し
を

行
い

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
B

2
4

3
災

害
応

急
給

水
等

訓
練

の
実

施

単
独

で
の

訓
練

実
施

や
他

団
体

と
の

合
同

訓
練

へ
の

参
加

な
ど

、
様

々
な

具
体

的
な

訓
練

を
通

じ
て

、
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

訓
練

計
画

の
策

定

訓
練

計
画

策
定

を
検

討
す

る
な

か
で

、
吹

田
市

・
吹

田
市

自
治

会
連

合
協

議
会

合
同

防
災

訓
練

に
お

い
て

、
Ｄ

Ｉ
Ｇ

の
手

法
を

実
験

的
に

取
り

入
れ

実
施

し
ま

し
た

。
今

回
の

取
組

み
で

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
も

含
め

、
こ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
応

急
給

水
訓

練
だ

け
で

な
く

、
各

室
課

に
お

い
て

想
定

さ
れ

る
様

々
な

事
故

(水
質

事
故

、
管

路
事

故
、

施
設

事
故

等
)に

備
え

る
べ

く
訓

練
計

画
の

策
定

を
急

ぎ
ま

す
。

C

2
4

4
災

害
時

に
お

け
る

資
機

材
等

の
確

保

災
害

時
に

速
や

か
な

応
急

給
水

や
復

旧
活

動
等

が
可

能
に

な
る

よ
う

、
応

急
給

水
用

資
機

材
や

復
旧

用
資

機
材

等
の

備
蓄

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

資
機

材
等

の
分

散
備

蓄
を

実
施

す
る

等
、

適
正

な
在

庫
管

理
を

図
り

ま
す

。

保
有

量
目

標
の

見
直

し
適

正
な

在
庫

管
理

を
図

る
た

め
、

災
害

用
備

蓄
品

等
の

確
認

は
終

え
て

い
ま

す
が

、
全

体
的

な
各

種
資

材
の

保
有

量
目

標
の

見
直

し
は

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
C

2
4

5
B

C
P

（
事

業
継

続
計

画
）

の
策

定
・

運
用

被
害

想
定

を
明

確
に

す
る

中
で

、
災

害
時

に
お

い
て

も
確

実
な

事
業

継
続

が
行

え
る

よ
う

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（

事
業

継
続

計
画

）
を

策
定

し
、

教
育

、
訓

練
を

通
じ

て
常

に
見

直
し

を
行

い
、

よ
り

実
効

性
の

あ
る

計
画

と
し

て
運

用
し

ま
す

。

B
C

P
の

作
成

(地
震

･
新

型
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ
ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ
)

B
C

P
(地

震
･
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

)の
作

成
に

着
手

し
ま

し
た

が
、

引
き

続
き

検
討

を
要

す
る

部
分

も
あ

り
完

成
に

は
い

た
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

後
、

専
門

の
委

員
会

な
ど

を
立

ち
上

げ
細

部
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

C
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(1
)

料
金

に
か

か
る

お
客

さ
ま

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

3
1

1
料

金
支

払
い

や
各

種
手

続
き

の
利

便
性

の
向

上

他
市

の
動

向
を

調
査

し
、

検
針

及
び

請
求

方
法

（
毎

月
検

針
・

毎
月

請
求

、
隔

月
検

針
・

毎
月

請
求

な
ど

）
、

利
便

性
の

高
い

支
払

い
方

法
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
利

用
し

た
閉

開
栓

受
付

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
に

つ
い

て
、

費
用

対
効

果
を

ふ
ま

え
て

検
討

を
行

い
ま

す
。

調
査

、
サ

ー
ビ

ス
の

絞
り

込
み

検
針

及
び

請
求

方
法

の
変

更
に

つ
い

て
は

、
費

用
対

効
果

を
検

証
し

、
利

便
性

の
高

い
支

払
方

法
で

は
電

子
ﾏ
ﾈ
ｰ
で

の
決

済
を

検
討

し
ま

し
た

が
費

用
に

見
合

う
効

果
が

得
ら

れ
な

い
こ

と
や

利
用

者
が

一
部

に
限

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

、
よ

り
効

果
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

・
検

針
時

声
掛

け
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

・
閉

栓
現

地
精

算
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

・
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
閉

開
栓

受
付

・
ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
　

　
　

に
絞

り
込

み
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

B
表

５

3
1

2
集

団
住

宅
用

の
取

扱
い

の
検

討
・

見
直

し

料
金

体
系

の
あ

り
方

検
討

に
あ

わ
せ

て
、

集
団

住
宅

用
用

途
の

取
扱

い
に

つ
い

て
調

査
、

検
討

し
、

見
直

し
を

図
り

ま
す

。
他

市
調

査

料
金

制
度

等
の

検
討

に
あ

わ
せ

て
、

検
討

を
進

め
る

べ
く

府
内

各
市

へ
照

会
を

依
頼

し
ま

し
た

。
料

金
制

度
等

検
討

委
員

会
作

業
部

会
を

中
心

に
議

論
を

行
い

、
問

題
点

の
整

理
を

行
い

ま
し

た
。

今
後

は
見

直
し

の
範

囲
や

内
容

、
実

施
時

期
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

A

(2
)

給
水

装
置

の
維

持
管

理
に

か
か

る
お

客
さ

ま
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

3
2

1
指

定
工

事
事

業
者

の
技

術
力

向
上

の
た

め
の

指
導

・
助

言

指
定

工
事

店
の

技
術

力
向

上
の

た
め

、
講

習
・

研
修

を
行

う
と

と
も

に
、

適
宜

指
導

・
助

言
を

行
い

ま
す

。
適

正
な

配
管

等
の

知
識

の
充

実
を

図
り

、
安

心
安

全
な

水
道

工
事

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

、
給

水
装

置
工

事
事

業
者

を
通

し
て

の
信

頼
確

保
に

努
め

ま
す

。

北
大

阪
合

同
研

修
会

開
催

平
成

2
6

年
度

は
北

大
阪

合
同

講
習

会
に

加
え

、
施

工
基

準
改

定
に

伴
う

本
市

独
自

の
説

明
会

も
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

日
常

の
設

計
審

査
、

竣
工

検
査

の
中

で
適

時
指

導
・

助
言

を
行

い
ま

し
た

。
B

3
2

2
給

水
相

談
の

充
実

お
客

さ
ま

か
ら

の
様

々
な

お
問

合
せ

の
内

容
や

対
応

を
整

理
し

、
そ

れ
に

沿
っ

た
役

割
分

担
を

進
め

な
が

ら
、

相
談

業
務

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

相
談

内
容

の
分

析
と

対
応

お
客

さ
ま

満
足

度
の

向
上

平
成

2
6

年
度

の
お

客
さ

ま
か

ら
の

相
談

件
数

は
6

,4
7

7
件

で
し

た
。

日
頃

か
ら

迅
速

な
対

応
を

心
掛

け
て

い
る

こ
と

か
ら

、
訪

問
し

た
お

客
さ

ま
か

ら
お

礼
状

を
頂

戴
す

る
こ

と
も

あ
り

、
大

変
ご

満
足

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

A

3
2

3
水

道
事

業
を

支
え

る
市

内
業

者
と

の
連

携

水
道

事
業

の
安

定
的

な
持

続
の

た
め

、
市

内
水

道
工

事
業

者
の

育
成

や
連

携
を

図
り

ま
す

。

・
市

内
水

道
工

事
関

連
団

体
と

懇
談

・
市

内
水

道
工

事
関

連
団

体
へ

の
研

修

水
道

事
業

の
持

続
の

た
め

、
市

内
の

水
道

工
事

関
連

団
体

へ
の

研
修

を
行

う
と

と
も

に
、

双
方

が
抱

え
る

課
題

な
ど

に
つ

い
て

懇
談

し
ま

し
た

。
A

(３
)お

客
さ

ま
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

12



H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(3
)

水
道

水
質

に
か

か
る

お
客

さ
ま

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

3
3

1
蛇

口
か

ら
出

る
水

道
水

の
水

質
検

査
の

充
実

お
客

さ
ま

が
安

心
し

て
使

用
で

き
る

よ
う

水
道

水
質

検
査

の
充

実
を

図
り

、
水

質
年

次
報

告
書

や
イ

ベ
ン

ト
等

で
P

R
に

努
め

ま
す

。

水
質

検
査

P
R

・
充

実

平
成

2
6

年
度

は
お

客
様

か
ら

水
質

に
関

す
る

相
談

が
1

1
0

件
あ

り
、

う
ち

4
1

件
に

つ
い

て
水

質
検

査
を

実
施

し
ま

し
た

。
す

べ
て

の
相

談
に

つ
い

て
お

客
様

の
不

安
を

解
消

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

水
質

検
査

機
器

の
更

新
を

計
画

ど
お

り
行

い
、

水
質

検
査

の
精

度
管

理
の

維
持

向
上

に
努

め
ま

し
た

。

B

3
3

2
鉛

製
給

水
管

に
か

か
る

水
質

検
査

の
実

施

引
き

続
き

鉛
製

給
水

管
の

面
的

整
備

を
進

め
る

な
か

で
、

要
望

の
あ

る
ご

家
庭

に
出

向
き

、
水

質
検

査
を

実
施

し
ま

す
。

水
質

検
査

実
施

平
成

2
6

年
度

は
お

客
様

か
ら

鉛
製

給
水

管
に

か
か

る
水

質
検

査
依

頼
が

9
件

あ
り

、
検

査
の

結
果

、
水

質
基

準
超

過
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

後
も

鉛
製

給
水

管
解

消
工

事
に

あ
わ

せ
て

検
査

要
望

が
想

定
さ

れ
ま

す
が

、
つ

ね
に

迅
速

な
対

応
が

可
能

な
よ

う
に

検
査

体
制

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

A

(1
)

お
客

さ
ま

と
つ

な
が

る
情

報
公

開
・

広
報

・
広

聴
の

充
実

4
1

1
広

報
活

動
の

充
実

水
道

部
の

取
組

み
や

課
題

等
、

お
客

さ
ま

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

情
報

の
発

信
を

①
広

報
誌

す
い

ど
う

に
ゅ

ー
す

及
び

市
報

す
い

た
、

②
水

道
フ

ェ
ア

等
の

イ
ベ

ン
ト

、
③

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
積

極
的

に
実

施
し

ま
す

。

充
実

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

掲
載

に
加

え
、

広
報

誌
「

す
い

ど
う

に
ゅ

ー
す

」
は

年
2

回
発

行
し

、
「

市
報

す
い

た
」

で
は

環
境

ペ
ー

ジ
の

水
道

・
下

水
道

欄
を

活
用

し
情

報
の

提
供

を
図

り
ま

し
た

。
ま

た
、

水
道

フ
ェ

ア
を

は
じ

め
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
を

図
り

、
積

極
的

な
広

報
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。

A
表

６
指

標
(4

)-
ａ

　
　

(4
)-

ｂ

4
1

2
広

聴
活

動
の

充
実

①
水

道
モ

ニ
タ

ー
制

度
の

活
用

や
充

実
、

②
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
等

、
広

聴
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

経
年

変
化

の
状

況
な

ど
の

分
析

を
行

い
事

業
推

進
に

反
映

し
ま

す
。

①
5

期
水

道
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｰ

②
ア

ン
ケ

ー
ト

キ
ャ

ラ
バ

ン

水
道

モ
ニ

タ
ー

会
議

で
は

モ
ニ

タ
ー

と
の

意
見

交
換

を
積

極
的

に
行

い
、

広
聴

の
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

ま
た

水
道

モ
ニ

タ
ー

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
今

後
の

事
業

運
営

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
平

成
2

5
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
ア

ン
ケ

ー
ト

キ
ャ

ラ
バ

ン
に

加
え

、
水

道
フ

ェ
ア

な
ど

で
も

実
施

し
ま

し
た

。

A
指

標
(4

)-
C

4
1

3
出

前
授

業
・

出
前

講
座

等
の

充
実

小
学

校
へ

の
出

前
授

業
を

実
施

し
、

水
の

大
切

さ
、

水
道

水
の

お
い

し
さ

や
安

全
性

に
つ

い
て

伝
え

ま
す

。
ま

た
、

中
・

高
・

大
学

を
含

め
、

ご
要

望
に

き
め

細
か

く
対

応
し

た
出

前
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

充
実

小
学

4
年

生
を

対
象

と
し

た
出

前
授

業
を

８
回

、
大

学
や

市
民

団
体

を
対

象
と

し
た

出
前

講
座

を
４

回
開

催
し

、
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
啓

発
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。
B

4
1

4
大

量
使

用
者

等
へ

の
訪

問
・

懇
談

事
業

経
営

の
上

で
重

要
な

位
置

に
あ

る
大

量
使

用
の

お
客

さ
ま

へ
の

定
期

的
な

訪
問

に
よ

り
積

極
的

に
懇

談
の

場
を

持
ち

、
情

報
交

換
・

意
見

交
換

な
ど

を
行

い
水

道
事

業
へ

の
協

力
や

理
解

を
求

め
て

い
き

ま
す

。

１
０

社
訪

問

既
存

の
大

量
使

用
の

お
客

さ
ま

に
加

え
、

新
設

の
大

学
や

病
院

、
今

後
開

業
が

見
込

ま
れ

る
事

業
者

な
ど

9
事

業
所

へ
の

訪
問

を
実

施
し

、
近

況
や

今
後

の
予

定
、

水
道

部
が

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
な

ど
に

つ
い

て
情

報
交

換
を

行
い

ま
し

た
。

B

(４
)お

客
さ

ま
と

と
も

に
守

り
は

ぐ
く

む
「

地
域

の
水

道
」
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(2
)

水
道

水
を

飲
も

う
運

動
の

展
開

4
2

1
水

道
水

へ
の

回
帰

じ
ゃ

口
か

ら
水

道
水

を
飲

む
文

化
を

子
ど

も
達

に
広

め
て

い
く

た
め

、
工

夫
を

凝
ら

し
た

啓
発

用
品

を
制

作
し

、
イ

ベ
ン

ト
や

浄
水

所
見

学
会

等
で

配
布

し
ま

す
。

ま
た

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

と
ら

え
て

水
道

水
の

試
飲

を
積

極
的

に
実

施
す

る
な

ど
、

水
道

水
の

お
い

し
さ

を
伝

え
て

い
き

ま
す

。

・
ｺ
ｯ
ﾌ
ﾟ
作

成
と

一
年

生
へ

配
布

・
ｸ
ﾘ
ｱ
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ
作

成

小
学

一
年

生
や

浄
水

所
見

学
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

で
配

布
し

て
い

る
コ

ッ
プ

や
ク

リ
ア

フ
ァ

イ
ル

は
ご

好
評

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

今
後

も
水

道
水

を
飲

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

よ
り

よ
い

啓
発

用
品

の
検

討
に

努
め

ま
す

。

A
指

標
(4

)-
d

(3
)

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
事

業
の

推
進

4
3

1
お

客
さ

ま
と

の
協

働
の

取
組

水
道

部
が

地
域

で
の

防
災

訓
練

に
参

加
し

た
り

、
水

道
部

が
行

う
イ

ベ
ン

ト
等

へ
自

治
会

や
地

元
企

業
、

児
童

・
学

生
等

に
参

加
い

た
だ

く
こ

と
で

、
お

客
さ

ま
と

の
協

働
の

取
組

を
積

極
的

に
進

め
ま

す
。

充
実

水
道

災
害

サ
ポ

ー
タ

ー
と

の
給

水
訓

練
や

地
域

で
の

防
災

訓
練

(4
回

)に
参

加
し

ま
し

た
。

水
道

フ
ェ

ア
で

は
地

元
自

治
会

に
か

き
氷

店
を

出
店

い
た

だ
い

た
り

、
企

業
、

大
学

な
ど

に
も

参
加

い
た

だ
く

な
ど

、
市

民
参

加
型

の
活

動
を

進
め

ま
し

た
。

A

4
3

2
お

客
さ

ま
と

の
連

携
を

促
進

す
る

組
織

体
制

づ
く

り

お
客

さ
ま

と
と

も
に

地
域

の
水

道
を

守
り

は
ぐ

く
む

た
め

に
は

、
お

客
さ

ま
の

ご
理

解
を

得
た

り
、

ま
た

、
ご

要
望

を
つ

か
む

こ
と

が
重

要
と

考
え

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
等

の
企

画
や

積
極

的
な

参
加

を
通

じ
て

、
直

接
お

客
様

と
触

れ
合

い
な

が
ら

、
親

し
み

や
す

く
信

頼
し

て
い

た
だ

け
る

組
織

体
制

づ
く

り
を

め
ざ

し
ま

す
。

実
施

各
種

イ
ベ

ン
ト

や
講

座
、

防
災

訓
練

な
ど

に
各

部
署

か
ら

多
く

の
職

員
が

参
加

を
し

ま
し

た
。

水
道

フ
ェ

ア
で

は
実

行
委

員
会

を
立

ち
上

げ
、

早
く

か
ら

作
業

部
会

に
お

い
て

内
容

の
検

討
を

続
け

て
き

ま
し

た
。

A

(1
)

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

5
1

1
環

境
に

配
慮

し
た

水
運

用

送
配

水
方

法
の

最
適

化
や

機
器

更
新

時
に

電
気

容
量

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
で

、
施

設
の

総
電

力
使

用
量

の
削

減
と

、
C

O
2
排

出
量

の
削

減
を

図
り

ま
す

。

C
O

2
排

出
量

△
6

.0
%

(H
2

0
年

度
比

)

C
O
₂
排

出
量

(H
2

0
年

度
比

)は
平

成
2

6
年

度
の

C
O
₂
排

出
係

数
が

大
き

く
上

昇
し

て
い

る
た

め
3

.9
%

増
と

な
り

ま
し

た
が

、
総

電
力

使
用

量
は

H
2

0
年

度
比

で
△

2
6

.3
%

と
な

り
大

幅
な

削
減

を
実

現
し

て
い

ま
す

。
自

己
水

量
の

減
少

が
総

電
力

使
用

量
の

削
減

に
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

も
考

慮
し

、
電

力
消

費
量

削
減

に
つ

な
が

る
送

配
水

方
法

の
検

討
や

設
備

更
新

時
の

機
器

の
検

討
を

続
け

て
い

き
ま

す
。

B

表
７

指
標

(5
)-

a
　

　
(5

)-
b

　
　

(5
)-

c

5
1

2
位

置
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
有

効
活

用

環
境

負
荷

低
減

及
び

危
機

管
理

の
面

か
ら

、
浄

配
水

施
設

の
再

構
築

と
再

配
置

及
び

給
水

区
域

の
見

直
し

に
よ

り
、

高
地

に
あ

る
配

水
池

か
ら

ポ
ン

プ
を

使
わ

ず
に

自
然

流
下

で
配

水
方

式
を

さ
ら

に
進

め
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
電

力
消

費
量

の
削

減
を

図
り

ま
す

。

自
然

流
下

へ
切

替
可

能
な

圧
送

区
域

の
抽

出
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

自
然

流
下

拡
大

の
た

め
の

一
つ

の
方

策
で

あ
る

津
雲

高
区

の
バ

イ
パ

ス
運

用
の

導
入

に
あ

た
っ

て
、

当
該

区
域

で
の

新
た

な
開

発
や

春
日

分
岐

の
大

き
な

圧
力

変
動

へ
の

対
処

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
が

進
ま

ず
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
か

け
る

に
至

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

今
後

は
、

主
に

新
御

堂
筋

西
側

へ
の

給
水

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
、

あ
わ

せ
て

、
佐

井
寺

高
区

や
千

里
山

高
区

等
の

既
に

バ
イ

パ
ス

運
用

を
実

施
し

て
い

る
区

域
に

つ
い

て
も

更
な

る
拡

大
の

可
能

性
に

つ
い

て
も

検
討

し
ま

す
。

C

5
1

3
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

①
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

②
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
、

③
緑

化
の

推
進

等
の

環
境

負
荷

低
減

に
引

き
続

き
取

り
組

み
、

新
た

な
方

策
も

検
討

し
ま

す
。

①
庁

舎
屋

外
灯

L
E

D
導

入 ②
及

び
③

の
継

続
実

施
。

新
た

な
方

策
の

検
討

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

対
策

と
し

て
本

館
で

の
緑

の
カ

ー
テ

ン
設

置
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
庁

舎
屋

外
灯

の
L
E

D
化

や
空

調
機

の
更

新
に

よ
っ

て
庁

舎
の

電
力

消
費

量
の

削
減

に
努

め
ま

し
た

。
A

(５
）

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
の

推
進
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(2
)

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

5
2

1
太

陽
光

発
電

の
活

用

片
山

浄
水

所
の

処
理

施
設

更
新

工
事

に
あ

わ
せ

て
、

新
設

す
る

処
理

施
設

の
屋

上
な

ど
に

太
陽

光
発

電
設

備
を

設
置

し
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
他

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
も

調
査

・
研

究
し

ま
す

。

片
山

太
陽

光
発

電
実

施
設

計

太
陽

光
発

電
設

備
の

設
置

は
、

片
山

浄
水

所
処

理
施

設
更

新
実

施
設

計
の

な
か

で
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

設
置

箇
所

で
あ

る
建

屋
の

日
影

の
影

響
を

再
検

討
す

る
必

要
性

な
ど

か
ら

業
務

期
間

を
平

成
2

7
年

度
ま

で
延

長
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。

C

(3
)

省
資

源
の

取
り

組
み

5
3

1
効

果
的

な
漏

水
防

止
対

策

地
上

・
地

下
漏

水
の

デ
ー

タ
を

継
続

し
て

分
析

し
な

が
ら

、
日

常
的

な
維

持
管

理
業

務
に

関
連

さ
せ

た
漏

水
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
管

路
整

備
計

画
へ

活
用

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

損
失

水
量

の
低

減
を

図
る

た
め

維
持

管
理

業
務

の
執

行
に

努
め

ま
す

。

・
漏

水
の

分
析

、
維

持
管

理
の

推
進

・
管

路
整

備
計

画
へ

の
活

用

過
去

4
年

間
の

漏
水

調
査

結
果

を
分

析
し

ま
し

た
。

あ
わ

せ
て

市
内

全
域

で
戸

別
・

弁
・

栓
音

聴
調

査
を

実
施

、
夜

間
音

聴
調

査
も

効
果

的
に

成
果

が
あ

げ
ら

れ
る

よ
う

工
区

を
選

択
し

実
施

し
ま

し
た

。
日

常
的

に
は

必
要

に
応

じ
職

員
に

よ
る

直
営

調
査

も
実

施
し

て
お

り
、

さ
ら

に
効

果
的

な
漏

水
調

査
工

法
の

検
討

も
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
維

持
管

理
業

務
で

得
ら

れ
た

情
報

の
管

路
整

備
計

画
へ

の
活

用
も

図
っ

て
い

ま
す

。

B
指

標
(5

)-
ｄ

5
3

2
廃

棄
物

の
抑

制
と

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

イ
ベ

ン
ト

等
で

発
生

す
る

ご
み

は
徹

底
し

た
分

別
に

よ
る

減
量

化
を

図
り

、
建

設
副

産
物

に
つ

い
て

は
、

さ
ら

に
リ

サ
イ

ク
ル

管
理

を
徹

底
し

ま
す

。
浄

水
発

生
汚

泥
に

つ
い

て
は

、
片

山
浄

水
所

の
処

理
施

設
の

更
新

に
合

わ
せ

て
リ

サ
イ

ク
ル

実
施

に
向

け
た

研
究

を
図

り
ま

す
。

・
排

出
量

管
理

・
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
推

進
・

管
理

ご
み

の
排

出
量

管
理

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
な

る
排

出
量

削
減

に
向

け
た

検
討

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

水
道

フ
ェ

ア
で

は
、

す
い

た
エ

コ
イ

ベ
ン

ト
宣

言
や

家
族

で
お

出
か

け
節

電
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
へ

の
登

録
な

ど
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
引

き
続

き
建

設
副

産
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

に
も

努
め

ま
し

た
。

B

(4
)

事
業

の
推

進
方

策

5
4

1
エ

コ
オ

フ
ィ

ス
プ

ラ
ン

の
運

用

市
全

体
の

取
組

と
し

て
の

エ
コ

オ
フ

ィ
ス

プ
ラ

ン
の

中
で

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
活

動
を

展
開

し
ま

す
。

各
室

で
の

重
点

項
目

の
設

定
推

進
計

画
の

策
定

各
室

で
重

点
項

目
を

設
定

し
環

境
へ

配
慮

し
た

取
組

み
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

継
続

し
た

取
組

み
に

よ
り

職
員

の
環

境
に

対
す

る
意

識
も

向
上

し
て

い
ま

す
。

B

5
4

2
水

環
境

保
全

の
た

め
の

啓
発

活
動

出
前

授
業

等
で

の
啓

発
活

動
だ

け
で

な
く

、
水

源
見

学
バ

ス
の

旅
で

水
源

地
域

の
方

々
と

相
互

理
解

を
深

め
た

り
、

水
源

保
全

活
動

を
実

体
験

す
る

な
ど

水
環

境
保

全
の

た
め

の
啓

発
活

動
を

進
め

ま
す

。
平

成
2

6
年

度
に

施
行

さ
れ

た
水

循
環

基
本

法
の

今
後

の
動

き
に

も
注

視
し

な
が

ら
、

さ
ら

な
る

啓
発

活
動

に
取

り
組

み
ま

す
。

水
源

見
学

ﾊ
ﾞ
ｽ
の

旅
実

施

水
環

境
保

全
の

啓
発

活
動

と
し

て
「

水
源

見
学

バ
ス

の
旅

」
を

再
開

、
7

3
人

の
方

に
ご

参
加

い
た

だ
き

、
も

く
も

く
の

里
や

針
江

生
水

の
郷

を
訪

れ
、

水
源

保
全

活
動

を
実

体
験

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

A

15



H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

(1
)

現
行

水
道

料
金

の
あ

り
方

の
検

討

6
1

1
健

全
経

営
の

推
進

将
来

に
わ

た
り

健
全

経
営

を
図

る
た

め
、

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
着

実
な

推
進

を
は

じ
め

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

掲
げ

る
管

理
指

標
や

水
道

事
業

経
営

指
標

、
水

道
事

業
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

掲
げ

る
指

標
（

Ｐ
Ｉ

）
な

ど
を

用
い

て
、

経
営

状
況

を
常

に
分

析
し

な
が

ら
最

適
な

経
営

環
境

を
つ

く
り

、
ま

た
分

か
り

や
す

い
公

表
に

努
め

ま
す

。

・
第

2
期

ｱ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
の

　
公

表
・

地
方

公
営

企
業

会
計

　
基

準
見

直
し

に
伴

う
　

経
営

分
析

の
公

表

「
第

1
期

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

」
期

間
中

に
お

け
る

水
道

事
業

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

や
新

た
な

課
題

を
明

確
に

し
、

平
成

2
6

年
9

月
に

「
第

2
期

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

」
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
や

す
い

ど
う

に
ゅ

ー
す

で
の

お
知

ら
せ

、
議

会
へ

の
報

告
等

、
公

表
も

行
い

ま
し

た
。

会
計

基
準

見
直

し
に

よ
る

経
営

分
析

に
つ

い
て

は
、

様
々

な
指

標
等

が
未

だ
定

ま
ら

な
い

状
況

の
な

か
、

引
き

続
き

総
務

省
や

厚
生

労
働

省
の

見
解

を
注

視
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

が
現

状
で

す
。

C

6
1

2
現

行
水

道
料

金
の

見
直

し

水
道

事
業

経
営

審
議

会
で

は
、

水
需

要
と

給
水

収
益

が
減

少
し

今
後

も
減

少
傾

向
が

続
く

と
予

想
さ

れ
る

中
、

老
朽

化
し

た
水

道
施

設
や

管
路

の
再

構
築

に
多

額
な

費
用

が
か

か
り

、
ま

た
、

現
在

の
用

途
別

逓
増

制
料

金
体

系
で

は
必

ず
し

も
現

状
の

水
需

要
の

変
化

に
対

応
し

て
い

る
も

の
と

は
な

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

水
道

料
金

の
見

直
し

の
必

要
性

が
検

討
さ

れ
ま

し
た

。
同

審
議

会
か

ら
の

答
申

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

て
い

き
ま

す
。

「
今

後
の

水
道

事
業

と
料

金
の

あ
り

方
」

に
つ

い
て

水
道

事
業

経
営

審
議

会
よ

り
答

申

平
成

2
6

年
6

月
、

第
9

次
水

道
事

業
経

営
審

議
会

か
ら

「
答

申
」

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
今

後
は

水
道

料
金

制
度

等
検

討
委

員
会

及
び

作
業

部
会

を
中

心
に

「
答

申
」

に
基

づ
い

た
検

討
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

A
指

標
(6

)-
a

　
　

(6
)-

b

(2
)

多
面

的
な

財
源

調
達

と
資

金
運

用
の

推
進

6
2

1
補

助
金

等
の

国
へ

の
制

度
要

望
と

活
用

老
朽

管
対

策
、

基
幹

管
路

の
更

新
、

施
設

の
耐

震
補

強
、

現
在

の
制

度
の

中
で

は
対

象
に

な
る

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

が
、

国
に

採
択

基
準

の
緩

和
等

も
っ

と
活

用
で

き
る

よ
う

に
要

望
を

行
う

と
と

も
に

、
環

境
対

策
に

か
か

る
補

助
金

等
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
制

度
等

を
注

視
し

な
が

ら
積

極
的

に
検

討
し

ま
す

。
ま

た
、

管
の

材
質

、
付

属
部

品
類

な
ど

に
つ

い
て

、
耐

用
年

数
に

影
響

す
る

要
因

に
関

す
る

技
術

的
な

調
査

・
研

究
を

行
い

、
法

定
耐

用
年

数
の

適
正

化
を

図
っ

て
も

ら
う

よ
う

要
望

し
ま

す
。

・
要

望
活

動
・

補
助

金
の

検
討

平
成

2
7

年
度

か
ら

水
道

施
設

整
備

費
国

庫
補

助
の

制
度

が
改

正
さ

れ
ま

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

国
か

ら
の

直
接

交
付

で
は

な
く

な
り

、
府

か
ら

の
交

付
と

な
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
行

っ
て

き
た

採
択

基
準

の
緩

和
要

望
な

ど
は

今
後

、
府

へ
も

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
一

方
で

こ
れ

ま
で

の
要

望
等

が
実

り
企

業
債

の
借

入
条

件
に

つ
い

て
平

成
2

7
年

度
借

入
分

か
ら

最
長

4
0

年
の

借
入

が
可

能
と

な
り

、
水

道
事

業
に

と
っ

て
は

耐
用

年
数

と
の

整
合

が
と

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

A

6
2

2
未

利
用

資
産

の
活

用

未
利

用
資

産
の

①
売

却
や

②
活

用
を

行
い

、
財

源
確

保
の

一
助

と
し

ま
す

。
(売

却
予

定
未

利
用

地
 旧

金
田

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場

用
地

、
旧

王
子

給
水

塔
用

地
)

・
旧

金
田

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場

用
　

地
の

一
部

売
却

・
旧

千
里

山
浄

水
所

用
　

地
活

用
・

阪
急

山
田

駅
東

用
　

地
活

用

未
利

用
地

の
活

用
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

実
施

し
ま

し
た

が
、

平
成

2
6

年
度

に
予

定
し

て
い

た
旧

金
田

ポ
ン

プ
場

用
地

の
一

部
売

却
は

、
市

が
同

用
地

の
売

却
を

見
合

わ
せ

た
こ

と
か

ら
実

施
に

は
い

た
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

-

6
2

3
企

業
債

の
利

用

管
路

整
備

事
業

・
浄

配
水

施
設

整
備

事
業

の
計

画
的

推
進

を
図

る
た

め
、

安
定

的
な

財
源

確
保

と
将

来
世

代
へ

の
負

担
の

程
度

を
勘

案
し

て
、

建
設

改
良

工
事

費
の

４
割

を
目

途
に

企
業

債
の

活
用

を
図

り
ま

す
。

７
億

円

基
幹

管
路

耐
震

化
工

事
の

前
倒

し
と

経
年

管
更

新
の

ペ
ー

ス
ア

ッ
プ

に
よ

り
多

額
の

建
設

改
良

費
を

予
定

し
て

い
ま

し
た

。
そ

の
財

源
確

保
と

し
て

当
初

7
億

円
の

新
規

企
業

債
発

行
を

予
定

し
て

い
ま

し
た

が
、

工
事

の
一

部
を

次
年

度
施

工
と

し
た

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

借
入

額
も

見
直

し
、

平
成

2
6

年
度

は
6

億
円

の
企

業
債

発
行

と
な

り
ま

し
た

。

A
指

標
(6

)-
c

(６
）

将
来

に
わ

た
り

安
定

し
た

経
営

基
盤

の
構

築
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

6
2

4
給

水
加

入
金

と
開

発
負

担
金

の
見

直
し

水
道

事
業

経
営

審
議

会
で

は
、

貴
重

な
財

源
で

あ
る

給
水

加
入

金
及

び
開

発
負

担
金

に
つ

い
て

引
き

続
き

受
益

者
に

応
分

の
負

担
を

求
め

る
必

要
性

が
示

さ
れ

て
お

り
、

答
申

に
基

づ
き

徴
収

根
拠

の
整

理
や

世
代

間
の

負
担

の
公

平
性

に
も

留
意

し
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

い
き

ま
す

。

経
営

審
議

会
か

ら
の

答
申

第
9

次
水

道
事

業
経

営
審

議
会

か
ら

の
答

申
に

は
多

様
な

財
源

の
確

保
と

し
て

開
発

負
担

金
・

加
入

金
に

つ
い

て
は

貴
重

な
財

源
と

し
て

引
き

続
き

受
益

者
に

応
分

の
負

担
を

求
め

る
こ

と
と

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
後

は
水

道
料

金
制

度
等

検
討

委
員

会
及

び
作

業
部

会
で

答
申

に
基

づ
い

た
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

A

6
2

5
収

納
率

の
向

上
と

債
権

管
理

収
納

率
の

向
上

方
策

及
び

滞
納

者
へ

の
法

的
手

続
き

等
を

行
い

、
債

権
の

回
収

に
努

め
る

と
と

も
に

、
債

権
管

理
条

例
に

基
づ

い
て

適
正

な
処

理
を

行
い

ま
す

。

・
収

納
率

向
上

方
策

　
検

討
・

法
的

手
続

き
実

施
・

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
一

部
改

修

収
納

率
向

上
方

策
と

し
て

は
初

動
体

制
を

強
化

す
る

た
め

収
納

関
連

業
務

の
体

制
を

見
直

す
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

。
ま

た
法

的
手

続
き

の
基

準
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

度
重

な
る

請
求

に
も

支
払

に
応

じ
な

い
滞

納
者

に
対

し
、

法
的

手
続

き
に

着
手

す
る

と
と

も
に

、
滞

納
者

と
の

応
対

履
歴

を
整

理
し

情
報

の
共

有
化

を
図

り
ま

し
た

。
債

権
管

理
条

例
に

基
づ

い
た

債
権

管
理

に
必

要
な

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

改
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
簿

外
債

権
の

整
理

も
行

い
ま

し
た

。

B

6
2

6
遠

隔
契

約
の

見
直

し
に

よ
る

対
応

遠
隔

契
約

で
は

オ
ー

ナ
ー

等
の

遠
隔

契
約

者
は

水
道

使
用

者
と

の
連

帯
債

務
者

と
な

り
ま

す
。

こ
の

契
約

者
の

負
担

軽
減

と
収

納
率

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

契
約

者
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

滞
納

者
に

対
し

て
水

道
部

で
の

料
金

回
収

を
図

り
ま

す
。

・
制

度
発

足
・

実
施

、
検

証

他
市

の
状

況
を

参
考

に
す

る
必

要
性

な
ど

か
ら

、
引

き
続

き
制

度
設

計
に

取
り

組
む

こ
と

と
な

り
、

制
度

発
足

に
は

至
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

喫
緊

の
課

題
と

し
て

早
急

に
実

施
で

き
る

よ
う

取
組

み
を

進
め

ま
す

。

C

(3
)

効
果

的
・

効
率

的
な

業
務

執
行

と
体

制

6
3

1
料

金
業

務
の

効
率

化

検
針

業
務

と
滞

納
業

務
の

包
括

的
委

託
や

水
道

料
金

シ
ス

テ
ム

更
新

等
の

検
討

を
行

い
、

料
金

業
務

の
一

層
の

効
率

化
を

図
り

ま
す

。

検
針

業
務

と
滞

納
整

理
業

務
の

包
括

的
な

委
託

の
検

討

料
金

課
内

で
包

括
的

委
託

検
討

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
委

託
業

務
の

範
囲

、
業

者
選

定
方

法
や

仕
様

書
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

等
を

行
い

ま
し

た
。

平
成

2
7

年
度

実
施

に
む

け
、

引
き

続
き

検
討

委
員

会
を

中
心

に
作

業
を

進
め

ま
す

。

A

6
3

2
浄

水
運

転
監

視
業

務
の

委
託

浄
配

水
施

設
（

夜
間

）
運

転
管

理
業

務
委

託
の

実
施

に
あ

た
り

、
昼

間
に

市
内

水
道

施
設

の
巡

回
業

務
を

追
加

す
る

こ
と

で
、

設
備

の
故

障
発

生
時

等
、

緊
急

時
の

初
期

対
応

が
迅

速
に

行
え

る
よ

う
、

委
託

内
容

の
一

部
を

見
直

し
ま

す
。

夜
間

業
務

委
託

更
新

(仕
様

変
更

)

設
備

の
故

障
時

や
緊

急
時

の
初

期
対

応
の

迅
速

化
を

図
る

た
め

、
業

務
委

託
の

更
新

に
あ

た
り

仕
様

を
一

部
変

更
し

て
の

入
札

を
実

施
し

ま
し

た
。

こ
れ

ま
で

と
同

じ
委

託
業

者
と

の
契

約
と

な
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
通

常
の

運
転

管
理

及
び

故
障

対
応

な
ど

は
適

正
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

A

6
3

3
施

設
工

事
の

効
率

的
な

執
行

老
朽

化
し

た
浄

配
水

施
設

の
改

良
・

更
新

工
事

の
実

施
に

あ
た

り
、

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

者
等

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
設

計
・

施
工

管
理

の
効

率
化

を
図

り
ま

す
。

・
設

計
委

託
・

工
事

監
理

委
託

・
泉

薬
注

設
備

更
新

　
実

施
設

計
・

片
山

処
理

施
設

更
新

　
実

施
設

計

泉
浄

水
所

薬
注

設
備

更
新

工
事

は
工

期
を

延
期

し
た

こ
と

で
繰

越
と

な
り

ま
し

た
が

、
工

事
監

理
は

問
題

な
く

実
施

で
き

て
い

ま
す

。
ま

た
、

片
山

浄
水

所
処

理
施

設
更

新
工

事
実

施
設

計
業

務
も

現
地

調
査

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

な
ど

も
あ

り
、

業
務

期
間

を
延

長
し

て
再

検
討

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
が

平
成

2
8

年
度

着
工

に
向

け
、

業
務

は
概

ね
順

調
に

進
ん

で
い

ま
す

。

B

6
3

4
管

路
工

事
の

効
率

的
な

執
行

基
幹

管
路

の
耐

震
化

、
経

年
管

の
更

新
等

さ
ら

な
る

管
路

整
備

を
進

め
る

た
め

に
、

管
路

工
事

の
早

期
発

注
の

た
め

の
設

計
委

託
を

は
じ

め
、

給
配

水
管

の
分

離
発

注
に

よ
る

経
年

配
水

管
更

新
延

長
の

進
捗

と
効

率
的

で
計

画
的

な
給

水
切

替
工

事
の

執
行

な
ど

の
手

法
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

・
設

計
業

務
委

託
・

効
率

化
手

法
の

検
討

　
一

部
実

施

早
期

発
注

を
可

能
に

す
る

た
め

、
管

路
整

備
に

か
か

る
設

計
業

務
を

委
託

し
ま

し
た

。
基

幹
管

路
の

実
施

設
計

は
布

設
工

事
が

複
数

年
度

に
及

ぶ
こ

と
か

ら
関

係
部

署
と

の
調

整
等

に
時

間
を

要
し

た
た

め
業

務
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

が
、

配
水

支
管

の
設

計
業

務
や

舗
装

本
復

旧
に

か
か

る
測

量
・

図
面

作
成

は
予

定
ど

お
り

委
託

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
試

験
的

に
実

施
し

た
経

年
管

更
新

工
事

に
お

け
る

給
水

管
の

分
離

発
注

に
つ

い
て

は
課

題
の

抽
出

を
終

え
て

お
り

、
次

年
度

以
降

の
よ

り
効

果
的

な
運

用
に

む
け

検
証

を
進

め
ま

す
。

B
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H
2

6
方

針
施

策
事

業
事

業
の

目
的

・
内

容
平

成
2

6
年

度
計

画
平

成
2

6
年

度
実

績
参

考
資

料
管

理
指

標

評
価

6
3

5
事

務
処

理
の

効
率

化

情
報

の
更

な
る

共
有

化
・

効
率

化
を

進
め

る
た

め
に

、
Ｏ

Ａ
機

器
の

配
備

・
再

配
等

必
要

な
計

画
を

立
案

、
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

全
て

の
業

務
に

お
い

て
、

常
に

広
域

的
な

視
野

で
の

連
携

や
小

さ
な

事
務

改
善

ま
で

を
意

識
し

な
が

ら
、

事
務

処
理

の
効

率
化

を
目

指
し

ま
す

。

検
討

・
実

施

情
報

シ
ス

テ
ム

委
員

会
を

開
催

し
、

O
A

機
器

に
よ

る
事

務
の

効
率

化
の

検
討

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
電

話
交

換
機

の
更

新
に

あ
わ

せ
各

室
課

の
電

話
設

備
も

担
当

業
務

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

配
備

を
検

討
し

実
施

し
ま

し
た

。
一

方
で

事
務

改
善

の
取

り
組

み
は

十
分

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

C

6
3

6
事

業
規

模
に

ふ
さ

わ
し

い
人

員
管

理

こ
れ

ま
で

事
業

の
効

率
化

を
図

り
な

が
ら

人
員

の
削

減
に

努
め

て
き

ま
し

た
。

引
き

続
き

効
率

化
を

図
る

こ
と

は
前

提
と

し
つ

つ
も

、
継

続
的

に
事

業
を

遂
行

す
る

た
め

、
更

新
事

業
の

増
大

な
ど

に
対

応
で

き
る

適
正

な
職

員
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

(職
員

・
再

任
用

職
員

・
非

常
勤

職
員

の
人

的
パ

ワ
ー

を
総

合
的

に
活

用
し

ま
す

。
)

職
員

１
２

９
名

非
常

勤
２

０
名

※
職

員
数

に
は

正
職

員
と

再
任

用
職

員
を

含
ん

で
い

ま
す

。

増
大

す
る

水
道

施
設

の
再

構
築

事
業

に
対

応
す

る
た

め
平

成
2

6
年

度
に

お
い

て
新

た
に

前
倒

し
で

技
術

系
職

員
2

名
を

採
用

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
再

任
用

職
員

や
非

常
勤

職
員

の
活

用
を

図
り

、
平

成
2

6
年

度
末

の
職

員
数

は
職

員
1

0
8

名
、

再
任

用
職

員
2

3
名

、
非

常
勤

職
員

2
0

名
と

な
り

ま
し

た
。

B
指

標
(6

)-
d

　
　

(6
)-

e
　

　
(6

)-
f

6
3

7
働

き
や

す
い

組
織

･
体

制
づ

く
り

多
岐

に
わ

た
る

課
題

へ
の

対
応

、
技

術
の

継
承

、
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
な

ど
を

図
る

た
め

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
を

通
し

て
グ

ル
ー

プ
体

制
、

組
織

、
機

構
の

課
題

等
の

検
証

を
行

い
、

効
果

的
・

効
率

的
で

計
画

的
に

事
業

執
行

で
き

る
働

き
や

す
い

組
織

・
体

制
づ

く
り

に
反

映
し

ま
す

。
。

・
管

理
職

へ
の

ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

　
の

実
施

・
検

証
結

果
等

の
反

映

水
道

施
設

の
再

構
築

に
対

応
す

る
た

め
の

第
一

歩
と

し
て

あ
ら

た
に

技
術

系
職

員
2

名
を

加
え

体
制

の
強

化
を

図
り

ま
し

た
。

ま
た

、
今

後
の

事
業

運
営

を
見

据
え

た
最

適
な

組
織

体
制

を
検

討
す

る
な

か
で

次
年

度
以

降
の

増
大

す
る

施
設

整
備

事
業

の
計

画
的

な
実

施
に

対
応

す
る

た
め

、
管

理
職

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
な

ど
も

実
施

し
、

体
制

の
再

編
成

に
つ

い
て

検
討

、
結

果
の

反
映

に
至

り
ま

し
た

。

A

6
3

8
広

域
化

に
よ

る
事

業
の

効
率

的
な

執
行

大
阪

広
域

水
道

企
業

団
北

部
事

業
所

で
の

千
里

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
(W

G
) 

や
災

害
対

策
Ｗ

Ｇ
で

の
検

討
・

成
果

を
始

め
と

し
た

、
広

域
連

携
に

よ
る

事
業

の
効

率
的

執
行

を
追

求
し

ま
す

。

共
同

施
設

建
設

覚
書

共
同

防
災

訓
練

充
実

広
域

連
携

の
検

討

千
里

浄
水

池
の

整
備

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
(構

成
:企

業
団

･
吹

田
市

･
豊

中
市

･
箕

面
市

)で
議

論
し

、
千

里
浄

水
池

敷
地

内
に

お
け

る
3

市
共

同
施

設
整

備
を

企
業

団
の

新
2

号
池

築
造

に
係

る
基

本
設

計
に

反
映

さ
せ

る
べ

く
覚

書
(案

)を
作

成
し

ま
し

た
。

企
業

団
と

は
人

事
交

流
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

強
固

な
相

互
連

携
も

図
っ

て
い

ま
す

。

B

(4
)

人
材

育
成

と
技

術
の

継
承

6
4

1
専

門
性

を
有

す
る

職
員

の
育

成

技
術

力
の

維
持

向
上

と
強

固
な

組
織

力
の

継
続

を
図

る
た

め
、

研
修

、
他

団
体

と
の

人
事

交
流

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
資

格
取

得
支

援
等

に
よ

り
専

門
性

を
有

す
る

職
員

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

内
部

研
修

の
充

実
他

団
体

と
の

人
事

交
流

新
規

採
用

職
員

を
対

象
に

し
た

水
道

基
礎

講
座

を
開

催
す

る
な

ど
内

部
研

修
の

充
実

は
計

画
通

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

部
研

修
の

開
催

回
数

も
1

8
回

に
お

よ
び

9
.2

時
間

/
人

の
研

修
受

講
実

績
と

な
り

ま
し

た
。

ま
た

、
大

阪
広

域
水

道
企

業
団

と
の

人
事

交
流

を
実

施
し

人
材

育
成

も
図

り
ま

し
た

。

A
指

標
(6

)-
g

　
　

(6
)-

h
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(７)参考資料

グラフ１－自己水と依存水比率

グラフ２－水源別給水原価分解グラフ

10.013.5

※平成22年度に鉛製給水管の残存状況の再調査により件数を修正しました
＊鉛製給水管率、鉛製給水管残存件数は年度当初の数値を表しています。

21,560 19,300 －

2,900

13,500

目標

表１－鉛製給水管解消取組状況

平成28年度

(2015年度)

(単位：％、件)

鉛製給水管率

平成27年度

12.0

(2014年度)

16.1

  　　　年度

　項目

H22～H25まで

13,107

24,535残存件数

実績

平成25年度

(2013年度)

解消件数

平成32年度

(2020年度)

－

平成29年度

8.0

(2016年度)

平成26年度

(2017年度)

3,043 2,900

16,400

－2,900

実績 計画

134.8円
146.2円

124.3円

145.8円 145.1円
139.0円

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

160 

片山・地下水 泉・地下水 泉・表流水 大阪市水 企業団水 給水原価

円 水源別給水原価分解グラフ （平成26年度(2014年度)決算数値）

① 動力費･薬品費等

② 受水費

③ 下水使用料

④ 浄水送水部門の人件費

⑤ 浄水施設にかかる修繕費等

⑥ 資本費

⑦ その他間接経費

42.9% 43.5%
40.0%

34.1%
38.8%

57.1% 56.5%
60.0%

65.9%
61.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

平成22年度

(2010年度)

平成23年度

(2011年度)

平成24年度

(2012年度)

平成25年度

(2013年度)

平成26年度

(2014年度)

過去５年間自己水と依存水比率 自己水

依存水

自己水129.3円 依存水145.2円

③
②

④

⑤

⑥

⑦

①
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＊(　　　　　)　　は繰越工事となったもの、[　　　　　]　　は債務負担行為にて執行(予定も含む)しているものです

※片山浄水所第２・第３配水池は片山浄水所再構築の中で検討

＊(　　　　　)　　は繰越工事となったものです[　　　　　]　　は債務負担行為にて執行を予定しているものです。

計画

千里山配水場 　

山田配水場

配水池佐井寺配水場

更新・新設
合計 7.3

応急給水施設等整備
H31

更新合計
24.5

新設合計
2.4

更新
8.1
新設
0.8

150,658

更新・新設
8.8

更新
19.8
新設
4.0

302,403

H30～H31片山処理施設更
新

34,650

計画

平成30年度

給水ﾓﾆﾀ更新

(2014年度)

山田 配水ﾎﾟﾝﾌﾟ
泉 　返送ﾎﾟﾝﾌﾟ
片山 原水ﾎﾟﾝﾌﾟ

H22～Ｈ25

着水井
第1配水池
(第3配水池)

第2配水池

配水池

平成27年度

[配水池]
(H25～H26)

[第2配水池]
第3配水池

給水ﾓﾆﾀ更新
テレメータ等更新

平成26年度

137,500

津雲配水場
無停電設備更新

(単位：千円、税込)

H30 片山

(2016年度) (2017年度) ～平成32年度

(単位：千円、税込)

  　　　年度

　項目

実績

(2017年度)

[場内配管]
(Ｈ28～Ｈ29)

第1期ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

更新・新設
0.9

表４－管路整備における実施延長距離

基幹管路整備

平成26年度

H22～Ｈ25

実績

第4配水池
防水

H22～Ｈ25

第2ﾎﾟﾝﾌﾟ室
薬品注入棟
(第1配水池)

(2014年度)

実績

実績

環境負荷低減
工事

1,344,735計

その他

片山 低区流量計更新
泉   電算機、計装盤更新
他
蓮間 流量計更新等
津雲 流量計更新等
各計装設備改良

泉   ろ過池覆蓋設置他
片山 №1ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ更新

実績

第1期ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

金額

ポンプ設備
改良工事

電気設備工事

万博    受変電設備更新
泉       無停電設備更新
佐井寺 無停電設備更新

第1期ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

さく井工事

泉　 1号
片山 15号、(16号)
　　 さく井用水位計等
　　 設置

表３－主な浄配水施設の建設改良工事

354,841

片山浄水所
16号さく井新設

さく井用水位計等設
置

更新・新設
1.9

(単位：Ｋｍ)

1,474,480

計画

更新
9.5
新設
1.3

更新・新設
1.9

更新
6.0
新設
0.3

329,260

平成28年度

更新・新設
3.0

～平成32年度(2017年度)

更新
8.2
新設
0.8

(2016年度)

2,991,120

平成30年度平成29年度

計画

泉浄水所
無停電設備更新

部庁舎受電設備更新

H30計装設備
H30佐井寺･千里山水質計器
H32場外系遠方監視

片山浄水所
太陽光発電

給水ﾓﾆﾀ更新

春日分岐
圧力調整弁設備更新

[片山浄水所]
処理施設更新

(Ｈ28～Ｈ31)

(2015年度)

泉浄水所
次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ流量

計
PAC貯槽室入出力盤
ろ過池流入弁更新

1,438,034

泉浄水所
架空線更新
津雲配水場
受水弁更新

平成27年度

実績

(泉浄水所)
(薬品注入設備更新)

流量調整弁更新

194,065

配水支管整備

泉浄水所
ろ過池流量調整弁更

新

御旅低区流量計更新

水処理設備
改良工事

泉 №1、№2ｵｿﾞﾝ発生機
　 電源装置
　 ろ過流量調整弁他

計装設備工事

[片山浄水所]
処理施設更新

(Ｈ28～Ｈ31)

泉浄水所
薬品注入設備更新

(2014年度)

片山浄水所
さく井用水位計等設

置

給水ﾓﾆﾀ更新
泉浄水所

ITV監視・大型表示装置
水質計器更新

計画

片山浄水所
さく井用水位計等設

置

表２－耐震補強工事実施状況

平成27年度
　　　　年度
　
　項目

津雲配水場

片山浄水所

片山浄水所
さく井用水位計等設

置

場内配管
(Ｈ28～Ｈ29)

泉浄水所
汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ更新

  　　　年度

　項目
平成29年度

(2015年度)

平成28年度

泉浄水所 第1配水池

第4配水池

平成28年度平成26年度

第1配水池
補修

(2015年度)

H30泉
H31穂波 千里山 蓮間
H32泉

～平成32年度

計画

平成30年度平成29年度

(2016年度)

フロック形成池
H32～

137,500
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*

平
成9
年
(19

実績 計画

638,589 79.92

1,628

平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

120,308 835,909

2,908

（単位：人）

津雲配水場耐震化工事の為、ツツジ一般公開は中止

*

965126 169

2,559

平成26年度

6,180 5,933

(単位：ｋWh)

平成32年度

表７－総二酸化炭素排出量

4,467

目標

平成29年度

*

2,8392,759

80.19

14.2646,846

781,068

14.39

平成26年度
(2014年度)

コンビニ

13.41104,77556,453

13.17 766,465606,962 79.19

48,207

58,588 7.64

平成24年度
(2012年度)

計(件)

45,337

納付書

820,5465.71

　　　　　　　　　年度
　　内容

3,095

平成23年度
(2011年度)

2,864

平成22年度
(2010年度)

2,959

2,830津雲配水場ツツジ一般公開

小学４年生の泉浄水所見学

金融機関

表６－過去5年間施設の見学者一覧

670,264
平成26年度
(2014年度)

80.03
平成25年度
(2013年度)

平成23年度
(2011年度)

平成22年度
(2010年度)

619,840

金融機関

6.03

7.2379.36

率

656,710

口座振替　　　　項目
　年度

112,232 14.05

CO2排出量

(H20年度比)

3,724

466

計

一般の泉浄水所見学

△7.8％
(H20年度比)

5,863

  　　　年度

　項目

実績

平成25年度

(2013年度) (2014年度)

△9.0％
(H20年度比)

(2015年度) (2017年度)

3.9％
(Ｈ20年度比)

△7.0％
(H20年度比)

平成27年度 平成28年度

率率

（単位 : 件、％）

100,915

799,028

△12.0％
(H20年度比)

(2016年度)

△8.0％
(H20年度比)

(2020年度)

116,990

5.42

表５－収納状況の推移

　CO2排出量は総電力使用量に毎年公表されるCO2排出係数を乗じて算出します。従いまして総電力使用量が平成20年度に比して減少

　している場合でもCO2排出係数の値によっては平成20年度比のCO2排出量が増加する場合があります。

＊

＊
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グラフ３－過去５年間　企業債の推移

グラフ４－過去５年間　職員数・人件費の推移

※1   職員数は年度当初の人数(管理者除く)で、収益的支出人件費には退職給与金含む
※2　平成26年度の新会計基準適用による特別損失826,968千円は含まない

8,901 

8,862 
8,894 

8,737 
8,772 

8,000 

8,100 

8,200 

8,300 

8,400 

8,500 

8,600 

8,700 

8,800 

8,900 

9,000 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

平成22年度

(2010年度)

平成23年度

(2011年度)

平成２４年度

(2012年度)

平成２５年度

(2014年度)

平成２６年度

(2014年度)

企
業
債
残
高

百万円

発
行
・
償
還
金
・
支
払
利
息

百万円 過去５年間 企業債の推移 企業債発行

企業債償還金

支払利息

企業債残高

予算

1,260,256 1,168,946 1,108,381
961,359 1,052,636

154,177
146,226 143,550

161,598
163,664

136 

126 

115 

107 108 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

140 

150 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

平成23年度

(2011年度)

平成24年度

(2012年度)

平成25年度

(2013年度)

平成26年度

(2014年度)

平成27年度

(2015年度)予算

職
員
数

人
件
費

過去５年間 職員数・人件費の推移

資本的支出人件費

収益的支出人件費

職員数(管理者除）

予 算

千 円 人

(1.7%)

(1.5%)

補償金免除

繰上償還

99,321千円

あり

1,414,433 1,315,172
1,251,931

1,122,957

(1.9%)
利率

(1.4%)

※1

※2

(1.5%)
(1.2%)

1,216,300
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グラフ５－アンケートにみる飲用度の変化

グラフ６－アンケートにみる安心度の変化

71.1%

67.8%

63.4%

50.1%

51.8%

24.2%

26.7%

29.7%

33.2%

30.7%

3.5%

4.4%

5.8%

15.8%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２２年

度

(2368件)

平成２３年

度

（2084件)

平成２４年

度

(565件)

平成２５年

度

(1120件)

平成２６年

度

(838件)

アンケートにみる飲用度の変化

そのまま

浄水器

飲まない

無回答

問い：水道水を飲んでいますか

74.8%

82.1%

78.6%

64.0%

65.2%

20.1%

15.3%

17.0%

25.5%

21.8%

3.6%

2.1%

4.1%

8.1%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２２年

度

(2317件)

平成２３年

度

（2048件)

平成２４年

度

(565件)

平成２５年

度

(1120件)

平成２６年

度

(838件)

アンケートにみる安心度の変化

安心している

どちらかと言えば

安心している
やや不安である

不安である

無回答

問い：水道水を安心して利用されていますか

安心している
どちらかと言えば

安心している
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４．経営指標

全国平均
類似都市
平　　均

①収益性(収支の状況)に関する項目

（営業収益＋営業外収益）×100

108.8

営業費用＋営業外費用

109.0

（営業収益－受託工事収益等）×100

112.3

営業費用－受託工事費等

113.1

②財務比率に関する項目

(資本金(※)+剰余金+繰延収益)×100

69.2

負 債 資 本 合 計

　　(※平成25年度以前は自己資本金）

68.0

固定資産×100

89.1

資　産　合　計

90.2

自己資本構成
比率

％ ↑
　総資本に占める、返済負担のない自己資本の比率を示して
います。この比率が高いほど安全性が高く、低い場合は企業
債の返済負担が高く、財政状況は不安定となります。
　平成26年度は新会計基準の適用により退職給付引当金計
上が義務化されたことにより固定負債が増加したものの、負
債（繰延収益）となった剰余金の一部（資本剰余金）の収益化
により負債が大幅に減少したことにより指標の値は28.1ポイン
トの低下となりました。

固定資産構成
比率

％ ◇ 　総資産に対する固定資産の割合を示します。設備型企業の水
道事業においては、全国的に高い状況にあります。
　全国平均と比べて低いのは、施設の延命化を図っている面と
更新が遅れている面があります。今年度減少したのは流動資産
が微増したものの、公営企業会計の改正によりみなし償却制度
が廃止されたことによる固定資産の減少が要因です。ただ今後
は更新事業が進むにつれ、ポイントは上昇することが予想されま
す。

営業収益対
営業費用比率

％ ↑

　本来の営業活動に伴う収支の比率です。
この比率が100％を下回ると、本来の営業活動で損失（赤字）
が生じていることになります。
　平成26年度は営業収益が0.9％減少したものの、営業費用
が2.0%減少したため、指標は上昇しました。

H２５ H２６

経常収益対
経常費用比率

％ ↑ 　総収益、総費用から特別利益、特別損失を除いた、経常的
な収支の収支比率です。100％を下回る場合は、経常損失
（赤字）が生じていることになります。
　平成26年度は営業収益が0.9％減少したものの、営業外収
益が新会計基準の適用により長期前受金戻入を算入したこと
により102.4％上昇しました。一方、営業費用では2.0％、営業
外費用では5.8％減少したため指標は6.2ポイント上昇しまし
た。

　健全経営を行っていくうえでは、毎年度経営分析を行い、事業における問題点や特殊性を明らかにしておくことが
必要になります。
　ここでは、６項目の主な指標について、過去５年間をグラフ化し経営状況を分析しています。

※ 優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ま
　　 しい場合、「◇」はいずれとも示せない場合を表しています。

 注）全国平均、類似都市平均は平成２5年度の数値
類似都市は給水人口３０万人以上の市

項目 計　　算　　式 単位 優位性 H２２ H２３ H２４

103.8 102.2 
100.2 

104.9 
104.4 

106.5 
104.7 

103.0 

106.6 
105.4 

63.0 
64.5 

66.0 
67.4 67.7 

c

81.9 
82.9 82.6 82.7 

80.7 

104.9 104.4 104.5 104.2 

110.4 

106.6 
105.4 105.6 105.1 

106.4 

67.4 67.7 68.2 
69.7 

65.1 

82.7 

80.7 80.5 

81.9 
80.7 

※
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全国平均
類似都市
平　　均

③施設の効率性（稼動状況）に関する項目

１日平均配水量×１００

60.4

配　水　能　力

63.9

1日最大配水量×１００

69.0

配　水　能　力

71.5

④生産性（職員数と事業の状況との関係）に関する項目

　　年間総有収水量　　

376,722

損益勘定所属職員数

410,297

有形固定資産

50,840

職　 員　 数

49,261

職員1人当たり
給水量 ｍ３ ↑

　「有収水量」は、浄水場から送り出された水が、メータで計
量されて、実際に収入に結びついた水量です。
職員１人当たりの有収水量 は販売水量からみた業務比率、
労働生産性を示す指標です。
　平成26年度の有収水量は前年度に比して0.8％減少してい
ますが、損益勘定所属職員数が３名減少したことから指標の
値は上昇しました。

職員1人当たり
有形固定資産

万円 ◇ 職員１人当たりの固定資産額で、生産設備の近代化の程度
をみる一つの指標として用いられています。団体間の比較で
は、立地条件によっても大きく左右されます。
　吹田市においては、①有利な立地条件②施設の長寿命化
③相対的に多い職員数により、低い指数となっています。平
成26年度は前年度より職員数が減少したものの固定資産も
減少したことにより、値は低下しました。ただ今後は更新事業
が進むにつれ、値は上昇することが予想されます。

最大稼働率 ％ ↑
　施設の配水能力に対する最大配水量の比率で、施設能力
の適否を見る指標です。100％を超える場合は、配水能力が
不足していることになります。また、逆に100％を大きく下回る
場合は、施設の過大投資に陥っていることになります。

　平成26年度の最大配水量は、7月16日の125,560m3で、前
年度に比して2.3％減少しています。

H２４ H２５ H２６

施設利用率 ％ ↑ 施設の配水能力に対する平均配水量の比率で、施設の利用
状況を見る指標です。高いほど施設が有効に利用されている
ことになります。
本市では平成22年度に事業認可変更に伴い、配水能力を

208,000m3から155,100m3に変更しています。平成26年度は
前年度に比べ１日平均配水量が0.6％減少し、指標もわずか
に低下しています。

項目 計　　算　　式 単位
優位
性 H２２ H２３

57.4 56.6 56.2 

75.5 74.7 

64.2 
85.2 83.2 

16,072 16,521 16,762 18,036 20,318

75.5 
74.7 74.5 

74.2 
73.7 

85.2 

83.2 83.4 
82.9 

81.0 

311,371
344,769

368,329

407,727
417,132

18,036
20,318

22,298
25,074 24,837
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全国平均
類似都市
平　　均

⑤料金に関する項目

　給  水  収  益　

171.85

年間総有収水量

167.03

総費用-受託工事費等-見合いの減価償却費等

173.18

年間総有収水量

165.74

⑥費用に関する項目

企業債償還元金×100

19.4

料　 金　 収　 入

21.1

職員給与費－受託給与費等×100

13.2

料 　金 　収　 入

13.0

企業債償還額
対

料金収入比率
％ ↓

　企業債の元金償還額と料金収入の関係を示します。企業
債返済負担の相対的な大きさを示し、事業規模に対して企業
債発行額の適否をみる指標です。
　平成26年度は、料金収入が1.0％減少し、償還額も増加し
たことから指標の値は上昇しましたが全国平均からみると企
業債の負担が少ないことが分かります。

職員給与費対
料金収入比率

％ ↓ 　
　職員給与費と料金収入の関係を示します。職員給与費の
相対的な大きさを示し、この比率が高くなると、固定費の割合
が増加する一因となります。
　平成26年度は、業務の見直しや効率化を図る中で職員を3
名減員するなど職員給与費の縮減を図りましたが、新会計基
準の適用により賞与等引当金繰入額及び退職給付引当金繰
入額を算入したため、数値が上がりました。

給水原価 円 ↓
　水道水１m3当たりの平均製造費用を示します。計算式の分
子は「総費用」から給水収益に対応しない「受託工事費等」及
び新会計基準における長期前受金戻入を除いた費用です。
　平成26年度は、算出方法の変更及び引き続き職員給与費
の縮減、事業の効率化等による費用削減を図ったため、前年
度より8円43銭(6.0％）減少しました。

H２４ H２５ H２６

供給単価 円 ◇
　水道水１m3当たりの平均販売単価を示します。計算式の分
子の「給水収益」は「水道料金」と「メータ料」の収入合計額で
す。
下欄の「給水原価」を下回る場合は「販売損失」が生じている
ことになります。
　平成26年度は、前年度より31銭（0.2％)下回りましたが、下
欄の給水原価も従来の算出方法では前年度より2円23銭(△

1.6％)下回ったことにより、水道水１ｍ3あたりの収支はなお3
円23銭の販売損失となっています。

項目 計　　算　　式 単位
優位
性 H２２ H２３

142.48 
140.08 

138.98 138.74 137.48 

147.96 147.73 
148.65 

143.10 143.61 

12.6 
8.1 8.7 10.8 9.3 

23.2 
22.5 22.9 

21.7 

20.2 

138.74 
137.48 

136.96 
136.09 135.78 

143.10 143.61 142.92
141.24 

132.81 

139.01

10.8 
9.3 9.7 10.1 10.4 

21.7 
20.2 18.9 18.1 

30.7 

従来の算出方法による

給水原価

新会計基準による

給水原価長期前受金戻入
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５．自己資本

負債

20,310,879
　　　　千円

資本

14,446,995
　　　　千円

（２）自己資本構成比率・固定負債構成比率

自己資本構成比率
　※① 　　　　　　　※②

※①平成25年度までは自己資本金　

※②平成26年度から追加

固定負債構成比率
　※①

※①平成26年度からは固定負債のみ

　公営企業である水道事業は、財務の安定性を図り、外部経済環境に左右されることなく安定的に
水を供給していくという使命を有しています。このため、できるだけ企業債に頼らず、返済負担の
ない自己資本の充実を図るため、経常的な利益を確保し続けることが望まれます。

（１）資産・負債・資本の関係

貸借対照表 ＊金額は平成26年度末現在

資産

34,757,874
　　　　千円

固定負債(＋借入資本金)
負債・資本合計

総資本に対する固定負債と借入資本金の割
合を示します

両指標は対をなす指標です。
現在は財政状態は安定している
と言えますが、今後も、事業内
容に見合った効率的で効果的な
施設更新とそれに係る計画的な
資金確保が必要になります。

 (自己)資本金＋剰余金＋繰延収益
負債・資本合計

総資本に占める自己資本の割合を示します　

67.4 67.7 68.2 69.7
65.1

27.4 26.7 26.4 25.7 26.4

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

100.0 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

％ 過去５年間 自己資本構成比率・固定負債構成比率

固定負債構成比率

自己資本構成比率
＝

＝

固定資産

(土地・建物・浄配水
施設や配水管など換
金性が低いもの)

流動資産

(現金はじめ
換金性が高いもの)

6,692,593千円

固定負債

（退職給与引当金・企業債②など
１年を超えて支払い期限が到来するもの）

9,170,134千円

流動負債

（未払金・企業債②など
１年以内に支払い期限が到来するもの）

資本金

・資本金＝返済の必要がない ①

剰余金

・資本剰余金＝贈与（土地）によるもの③
・利益剰余金＝事業を通じて得た利益 ①

6,406,229千円

資 産 負 債 資 本＝ ＋

資金調達の形態現在保有資産の形態

将来的に支払い、返済を必要とします（今後の負担）

＊今後の更新(資産の増加） ＝ 今後の資金調達（水道料金、企業債、補助金など）

将来的に支払い、返済の必要がない（これまでの負担）

① ② ③

繰延収益

（長期前受金
補助金や贈与によるもの③）
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６．運転資金

(１)資金不足比率

　　　　　　　資金の不足額＝(流動負債－翌年度償還の

　平成26年度決算において、水道事業会計における資金不足は発生していません。

(２)運転資金

（単位：千円）

増加 減少

6,692,593 6,443,962 248,631

2,392,966 1,650,936 742,030

975,156 975,156

3,324,471 4,793,026 1,468,555
＊金額は千円未満四捨五入しています

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」(「財政健全化法」) (平成19年6月15日成立)に基づ
き、地方公営企業については、資金不足比率によって経営状態をチェックするとともに、その公表が
義務づけられています。
　また、この比率が経営健全化基準(20％)以上となった場合は、経営健全化計画を策定し、経営改善
に取り組むことになります。

健全化判断比率の対象

　　　資金不足比率の算定

運転資金

               　　　　　　　 -解消可能資金不足額

　　　　　　　事業の規模＝営業収益－受託工事収益

平成26年度
　　資金不足比率

　(2,969,536千円－576,570千円－6,692,593)－0円
―

(▲75.9%)　5,673,639千円－6,457千円

流動資産

流動負債(企業債除く)

運転資金
(流動資産－流動負債－固定負債
に計上されている引当金）

企業債・他会計からの借入金)-流動資産）

平成26年度末

固定負債に計上されて
いる引当金

※ 資金不足額がないため「 ― 」と表しています。
　　（  ）内に資金剰余額の比率を▲で表しています。

  上記のように平成26年度決算における資金不足はなく、平成26年度末の運転資金は、33億2,447
万1千円です。
　平成26年度は、収益的収支面において、純損失2億6,265万1千円や長期前受金戻入2億4,824万
5千円を減価償却費等で調整した結果4億4,448万3千円の資金余剰になっており、資本的収支面で
は、建設改良費等で15億2,823万円の資金不足となりました。また引当金（固定負債）についても
運転資金から控除することとしたことにより3億8,480万8千円減少したことで、当年度末の運転資
金は前年度に比べて14億6,855万5千円(30.6％)減の33億2,447万1千円となりました。

　　　　　　　年度
　区分

平成25年度末

H26年度

資金不足(消費税調整額除)

資金不足比率
資金の不足額
事業の規模

＝ ＝

＋

収益的収支

－

H25年度末

運転資金

4,793,026千円

資本的収支

－

H26年度

運転資金

3,324,471千円

引当金(固定負債)

384,808千円

H26年度

資金余剰

444,483千円
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７．建設改良工事の概況

浄配水施設・設備改良事業 （税込み）

円  平成  平成

施設耐震化等改修工事
（泉浄水所第１配水池）

59,099,060 24.10.30 27. 1.30

施設耐震化等改修工事
（津雲配水場第３配水池）

99,727,540 24.12.21 26. 7.31

施設耐震化等改修工事
（山田配水場配水池）

85,459,320 25.12.26 27. 3.31

施設耐震化等改修工事
（津雲配水場第２配水池）

14,929,920 26.11.25

片山浄水所第４配水池防水工事 95,625,360 26. 8. 7 27. 3.31

片山浄水所さく井新設工事 49,305,600 25. 9.19 26. 7.25

片山浄水所さく井用水位計・流量計設置工事 3,952,800 26. 9. 9 27. 2.27

泉浄水所ろ過池流量調整弁更新工事 64,540,800 26. 9.16 27. 3.18

泉浄水所薬品注入設備更新工事
(建築工事)

15,305,000 26.10. 9

泉浄水所薬品注入設備更新工事
(設備工事)

12,155,271 27. 1.15

千三給水モニター等改修工事 42,098,400 26.10.23 27. 3.18

御旅低区流量計更新工事 6,706,800 26.11.28 27. 3.18

吹田市水道部第一別館保管庫新設等工事 4,078,080 27. 2.13 27. 3.31

552,983,951

送配水管布設工事・基幹管路整備事業

着工年月日 完成年月日 布設延長 備　　考

円  平成  平成 ｍ

岸部中１丁目配水管φ400㎜布設工事 5,235,840 26. 5.20 26. 8. 7 33

樫の木・万博送水管布設工事
（藤白台１丁目工区）

131,767,976 26. 8.27 27. 3.27 411

津雲台１丁目配水管φ300㎜～φ400㎜布設工事 73,620,986 26. 9.12 27. 3.27 485

樫の木・万博送水管布設工事
（北千里工区）

80,483,469 26.10. 9
平成26～27年度
債務負担行為

吹田操車場跡地耐震性緊急貯水槽設置工事 85,006,800 26. 9.12 27. 3.27 16
貯水槽容量

1000㎥

平成25年度藤白台５丁目ほか配水管φ700㎜布設
工事跡ほか道路本復旧工事

32,870,880 26. 5.29 27. 3.20 ２件分

平成25年度津雲台４丁目配水管φ400㎜布設工事
跡ほか道路本復旧工事

15,041,160 26.12.16 27. 3.16

424,027,111 945

着工年月日

計

平成25年度
繰越工事

完成年月日 備　　　　考

平成24～25年度
債務負担行為
平成25年度
繰越工事

平成24～25年度
債務負担行為
平成25年度
繰越工事

工　　　　事　　　　名 工　事　費

工　　　　事　　　　名

(27.12.28)
平成26～27年度
債務負担行為

平成25～26年度
債務負担行為

平成26年度
繰越工事

平成26～27年度
債務負担行為

工　事　費

小計

(27. 5.29)

(27. 9.30)

(27.10.30)

31



送配水管布設工事・配水支管整備事業

着工年月日 完成年月日 布設延長 備　　考

経年管更新事業

円  平成  平成 ｍ

円山町ほか配水管φ100㎜～φ200㎜布設替工事 53,913,600 26. 7. 4 27. 3.16 981

片山町４丁目ほか配水管φ100㎜～φ300㎜布設
替工事

65,134,800 26. 7. 4 27. 3. 2 914

昭和町配水管φ100㎜～φ150㎜布設替工事 33,001,560 26. 7. 4 26.12.10 476

高城町配水管φ100㎜～φ150㎜布設替工事 20,268,360 26. 7. 9 26.11.14 367

岸部南１丁目配水管φ100㎜布設替工事 15,698,880 26. 7.23 26.11.28 199

岸部北２丁目ほか配水管φ200㎜布設替工事 30,569,400 26. 8.27 27. 3.13 319

片山町４丁目ほか配水管φ100㎜～φ150㎜布設
替工事

52,425,360 26. 8.27 27. 3.28 764

朝日町配水管φ100㎜～φ200㎜布設替工事 19,984,000 26. 9.12
平成26年度
繰越工事

穂波町配水管φ150㎜布設替工事 22,540,680 26. 9.16 27. 2.27 337

原町１丁目ほか配水管φ150㎜布設替工事 26,467,560 26.10. 9 27. 3.13 333

千里万博公園配水管φ200㎜布設替工事 84,659,040 26.11.25 27. 3.28 1,331

平成26年度鉛製給水管布設替工事
（その１０）

964,829 26.12.16 27. 3.31

平成25年度千里山松が丘ほか配水管φ100㎜布設
替工事跡道路本復旧工事

1,879,200 26. 5.29 26. 7.27

平成24年度元町配水管φ100㎜～φ150㎜布設替
工事跡道路本復旧工事

6,855,840 26. 8.26 26.12. 2

平成24年度片山町３丁目ほか配水管φ100㎜～φ
200㎜布設替工事跡道路本復旧工事

11,545,200 26. 8.26 26.12. 5

平成25年度岸部中４丁目配水管φ150㎜布設替工
事跡道路本復旧工事

6,210,000 26.10. 7 27. 1. 7

平成24年度片山町３丁目配水管φ100㎜～φ150
㎜布設替工事跡道路本復旧工事

11,437,200 26.11. 4 27. 2.27

平成25年度千里山西４丁目ほか配水管φ75㎜～φ150
㎜布設替工事跡道路本復旧工事

22,400,280 26.11. 4 27. 3.25 ２件分

平成25年度朝日が丘町ほか配水管φ75㎜～φ200
㎜布設替工事跡道路本復旧工事

9,147,600 26.12.11 27. 3.20

平成25年度原町３丁目配水管φ100㎜布設替工事
跡道路本復旧工事

3,326,400 26.12.24 27. 2.23

平成25年度山田東４丁目ほか配水管φ100㎜布設
替工事跡道路本復旧工事

14,085,360 26.12.24 27. 3.25

平成24年度山田東２丁目ほか配水管φ100㎜布設
替工事跡道路本復旧工事

13,142,520 26.12.24 27. 3.25

平成25年度千里山西４丁目ほか配水管φ100㎜～φ
150㎜布設替工事跡道路本復旧工事

9,907,920 26.12.24 27. 3.25

平成25年度山田東１丁目配水管φ150㎜布設替工
事跡ほか道路本復旧工事

8,575,200 26.12.24 27. 3.25

平成25年度藤白台５丁目配水管φ150㎜布設替工
事跡道路本復旧工事

22,950,000 27. 1.29 27. 3.20 ２件分

567,090,789 6,021小計

工　事　費工　　　　事　　　　名

(27. 5.27)
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送配水管布設工事・配水支管整備事業

着工年月日 完成年月日 布設延長 備　　考

配水支管新設事業
円  平成  平成 ｍ

岸部中１丁目配水管φ150㎜布設工事 4,091,176 26. 5.20 26. 8. 7 41

新芦屋上配水管φ150㎜布設工事 6,021,839 26. 6.26 26. 9.30 59

都市計画道路十三高槻線配水管φ150㎜布設工事
（正雀工区）

2,916,000 26. 6.30 26.10.31 43

内本町１丁目配水管φ100㎜布設工事 5,300,185 26.10.30 27. 1.30 81

泉町５丁目配水管φ100㎜布設工事 7,137,376 26.11.25 27. 2.28 82

25,466,576 306

1,016,584,476 7,272

1,569,568,427

計

(注)完成年月日の欄中、未完成工事については完成予定日を括弧書きにて記載しています。

合計

工　　　　事　　　　名 工　事　費

小計
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